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索引





この文書では、販売オーダの概要を紹介し、販売オーダの手続きと機能について説明します。

前提とする知識
このガイドを読む上で、LN ソフトウェアに関する詳細な知識は不要ですが、Infor LN の機能の一
般知識があるとこのガイドの理解に役立ちます。

本書の概要
次の表にこのガイドの各章を示します。

内容章タイトル章番号 

販売オーダの概要概要第 1 章

販売オーダ手順のステップ手順第 2 章

特急オーダの処理特急オーダ第 3 章

直送オーダの処理直送第 4 章

販売オーダのクロスドッキングの処理静的クロスドッキング第 5 章

販売オーダからの輸送オーダの生成販売オーダおよび輸送オーダ第 6 章

販売バックオーダの処理バックオーダ第 7 章

販売オーダの分割払の処理分割払第 8 章

販売返品オーダの処理返品オーダ第 9 章

販売オーダ手順のその他の機能の選択オプション処理第 10 章

参照

このガイドは、販売オーダの第 1 の参照先として使用します。このガイドで説明されていない情
報を調べるには、次の関連参照先の最新版を使用してください。
 ▪ 販売マスタデータユーザガイド U9839 JA

販売マスタデータの設定を理解するために使用します。
▪ 販売見積ユーザガイド U9841 JA

販売見積手順を理解するために使用します。
▪ 販売契約ユーザガイド U9844 JA

販売契約手順を理解するために使用します。
▪ 購買と販売スケジュールユーザガイド U9541 JA

販売スケジュール手順を理解するために使用します。
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▪ マージン管理ユーザガイド U9842 JA
マージン管理手順を理解するために使用します。

▪ 遡及請求ユーザガイド U9840 JA
遡及手順を理解するために使用します。

▪ 手数料およびリベートユーザガイド U9843 JA
手数料およびリベート手順を理解するために使用します。

▪ 販売業者管理在庫ユーザガイド U9501 JA
委託在庫の使用などの販売業者管理在庫機能を理解するために使用します。

▪ 統計ユーザガイド U9816 JA
統計手順を理解するために使用します。

▪ キット処理ユーザガイド U9540 JA
構成要素の処理機能を理解するために使用します。

▪ CRM ユーザガイド U9653 JA
顧客関係管理機能を理解するために使用します。

▪ 外注ユーザガイド U9361 JA
外注機能を理解するために使用します。

▪ 条件ユーザガイド U9499 JA
販売条件機能を理解するために使用します。

▪ プロジェクトペギングユーザガイド U9777 JA
プロジェクトペギング機能を理解するために使用します。

▪ 需要ペギングユーザガイド U9500 JA
需要ペギング機能を理解するために使用します。

▪ 価格設定ユーザガイド U9179 JA
価格設定機能を理解するために使用します。

▪ 資材価格設定ユーザガイド U9865 JA
資材価格設定機能を理解するために使用します。

本書の読み方
本書はオンラインヘルプのトピックを集めてまとめたものです。そのため、以下の例のようにそ
の他のセクションへの参照が示してあります。
詳細は、｢概要｣ を参照してください。参照セクションを見つけるには、本書の目次または巻末の
索引を参照してください。
下線の付いた用語は、用語集の定義へのリンクが付いていることを示しています。本書をオンラ
インで表示する場合は、下線の付いた用語をクリックすると、本書の巻末にある用語集の定義に
移動します。

コメント
弊社は常に文書の見直しや改善を行っていますが、この文書に関するご意見、ご要望などありま
したら、documentation@infor.com  にご連絡ください。
送信の際には文書番号およびタイトルを明記してください。情報が具体的であるほど迅速な対応
が可能です。

Infor へのお問い合わせ
Infor 製品に関するお問い合わせは、Infor Xtreme Support ポータル www.infor.com/inforxtreme
をご利用ください。
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製品リリースに関する更新情報は、この Web サイトに掲載いたします。このサイトを定期的にご
確認ください。
Infor ドキュメントに関するご質問・ご意見は、 documentation@infor.com  までご連絡くださいま
すようお願いいたします。
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販売オーダ処理の概要
販売オーダは、条件に従って品目またはサービスを販売先取引先に販売および納入するために使
用されます。販売オーダは、 [契約] 、 [見積] 、 [EDI] 、 [計画] などのさまざまなソースから作成
できます。販売では、オーダの作成および修正ができます。
承認の後、販売オーダは、特定の価格および値引など、同意された条件に従って品目を納入する
法的な義務になります。

販売マスタデータ
販売オーダ手順を実行するには、事前に販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションで販
売オーダパラメータを定義し、販売マスタデータを指定します。

販売オーダ - オプション処理
多くの処理は、販売オーダ手順で必ず発生するわけではありませんが、特定の状況では発生しま
す。
詳細は、次の情報を参照してください: 販売オーダ - オプション処理
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販売オーダ手順
販売オーダ手順では、標準品目、カスタマイズ品目、および一般品目を販売するための管理手順
が完全に網羅されています。
この手順には、次のステップが含まれます。

ステップ 1: 販売オーダの作成

販売オーダは、販売オーダ - ライン(tdsls4100m900) セッションで次の方法により作成できます。
 ▪ [契約] 、 [見積] 、 [EDI] などのさまざまなソースから自動作成
▪ テンプレートやカタログを基にして作成
▪ 販売オーダのコピー (tdsls4201s000) セッションの既存のオーダからコピー
▪ マニュアル

ステップ 2: 販売オーダの承認
販売オーダ手順では、販売オーダの作成後に販売オーダを承認するステップが必要です。オーダ
手順の活動の実行は、販売オーダの承認 (tdsls4211m000) セッションでユーザがオーダを承認し
たとき、または販売オーダ (tdsls4100m000) セッションや販売オーダ (tdsls4100m900) セッショ
ンで適切なメニューの [承認] をクリックすることによりユーザがオーダを承認したときに開始で
きます。
オーダ条件 (tctrm1130m000) セッションまたは販売先取引先 (tccom4110s000) セッションの [確
認の使用] チェックボックスがオンの場合、販売オーダを承認するには事前に顧客が商品を確認す
る必要があります。

ステップ 3: 販売オーダ確認の出力
オーダを登録して承認した後、販売オーダを出力し、オーダ確認として販売先取引先に送信でき
ます。販売オーダ手順では、販売オーダ確認/RMA の出力 (tdsls4401m000) セッションはオプショ
ンのセッションです。販売オーダを出力した後でも、販売オーダを変更できます。
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ステップ 4: 販売オーダを倉庫管理に発行
販売オーダについて販売先取引先に通知し、そのオーダが承認された後、販売オーダの倉庫管理
への発行 (tdsls4246m000) セッションで販売オーダを倉庫管理に発行できます。この結果、倉庫
部署には出荷する必要がある商品について通知されます。
販売オーダが倉庫に発行されると、倉庫オーダでいくつかの活動がトリガされ、倉庫オーダ
(whinh2100m000) セッションで倉庫オーダの作成が開始されます。倉庫オーダの活動は販売オー
ダタイプにリンクされている倉庫オーダタイプによって決まります。

倉庫オーダタイプを販売オーダタイプにリンクするには:
 1. 手順別活動 (whinh0106m000) セッションで、活動を倉庫手順にリンクします。

2. 倉庫オーダタイプ (whinh0110m000) セッションで、倉庫手順を倉庫オーダタイプにリン
クします。

3. 販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで、倉庫オーダタイプをリンクします。
原価品目およびサービス品目の販売オーダを倉庫管理に発行する必要はありません。これは、品
目 - 販売 (tdisa0501m000) セッションの [倉庫に発行] チェックボックスの設定によって決まりま
す。直送が倉庫管理に発行されることはありません。

ステップ 5: 販売済商品の納入
販売済品目の納入は、倉庫管理または販売に記録できます。
 ▪ 倉庫管理

販売オーダを倉庫管理に発行した場合、納入手順は、在庫処理 (INH) の出庫手順および出
荷手順に含まれています。 
倉庫管理で出荷が確認されると、納入/出荷データが販売に報告されます。このデータは、
次のセッションで表示できます。
▪ 販売オーダライン - モニタ (tdsls4510m000)
▪ 販売オーダ実際納入ライン (tdsls4106m000)

▪ 販売
倉庫管理に発行されていない非在庫品目の場合、納入を販売納入 (tdsls4101m200) セッ
ションで記録できます。

商品の納入後に商品を顧客が承認する必要があるかどうかを指定できます。
商品の納入時に、商品の価格と値引を変更できます。価格および値引をメンテナンスするには、
納入後の価格および値引の変更 (tdsls4122m000) セッションを使用します。

ステップ 6: 販売済商品の請求

販売済品目を請求するには、次のセッションを使用します。
 1. 販売オーダ請求ライン (tdsls4106m100) セッションでは、販売オーダ請求ラインの表示、

入力、メンテナンスを行って、請求に発行できます。
2. 請求データを請求先取引先に送信する前、または請求に発行する前に請求データをチェッ

クする場合、販売ドラフト請求書の出力 (tdsls4447m000) セッションでドラフト請求書
を出力できます。必要であれば、請求データを変更できます。

3. 販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000) セッションでは、請求のオー
ダデータを発行できます。 
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請求への発行後は次のようになります。
▪ 請求で、請求データの状況が [確認済] になります。
▪ 販売で、請求ラインの状況が [発行済] になります。

4. 請求バッチ (cisli2100m000) セッションで、請求バッチを作成します。選択した請求デー
タのうち、状況が [確認済] のラインのみが処理されます。

5. 請求書の構成/出力/転記 (cisli2200m000) セッションの繰り返し発生する請求バッチで請
求バッチを処理します。 
請求が転記された後は次のようになります。
▪ 請求で、請求データの状況が [転記済] になります。
▪ 販売で、請求ラインの状況が [請求済] になります。

納入後の価格および値引の変更 (tdsls4122m000) セッションを使用すると、請求に発行された販
売オーダラインで、販売請求書の状況が [確認済] または [保留] の価格と値引を変更できます。

ステップ 7: 販売オーダの処理
販売オーダ手順の最後に、納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションですべての販売
オーダを処理します。処理が済んだ販売オーダは、通常のデータベースから履歴データベースに
転送されます。

注意

これらのセッションを使用して、内部販売担当者の注意が必要な販売オーダラインを表示し、そ
のラインに適切なアクションを実行できます。
 ▪ 販売オーダ入力ワークベンチ (tdsls4601m200)

特定の活動がまだ実行されていないオーダライン、または未確認のバックオーダ数量が存
在するオーダラインを表示します。

▪ 販売オーダ履行ワークベンチ (tdsls4601m100)
未納入で期日が迫っているオーダライン、または期日 (計画納期) を過ぎたオーダラインを
表示します。

販売オーダおよびスケジュールの履歴
販売オーダ/スケジュール履歴を使用して、販売オーダ、分割払オーダ、および販売スケジュール
の作成および修正を追跡できます。オリジナルのオーダ/スケジュールが完了してからも、一定の
情報を保存できます。

オーダおよびスケジュールの作成、取消、または処理の履歴を登録するには、次のチェックボッ
クスをオンにします。
 ▪ 販売オーダ

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [オーダ履歴のログ] 、 [EDI オーダ
履歴のログ] 、および [実際オーダ納入履歴のログ] の各チェックボックス

▪ 販売オーダ分割払
販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [オーダ履歴のログ] 、および [EDI
オーダ履歴のログ] の各チェックボックス

▪ 販売スケジュール
販売スケジュールパラメータ (tdsls0100s500) セッションの [スケジュール履歴のログ] 、
および [実際スケジュール納入履歴のログ] の各チェックボックス
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履歴ファイルの内容

オーダ/スケジュール履歴ファイルには、次の情報が含まれます。
 ▪ すべての作成済オーダ/スケジュール (ライン) の処理。これらのオーダ/スケジュール (ラ

イン) は処理済ではないものです。
▪ すべての請求済オーダ/スケジュール (ライン)。これらのオーダ/スケジュール (ライン) は

処理済のものです。オーダが請求されると、履歴にはオーダラインの営業利益も記録され
ます。

履歴ファイルは、次のレコードタイプで構成されます。
 ▪ [入力]

オーダ/スケジュールラインが追加、変更、または削除されました。
▪ [取消]

オーダ/スケジュールラインは取り消されました。
▪ [取引高]

オーダラインが納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで処理されたか、
納入済販売スケジュールの処理 (tdsls3223m000) セッションで処理されました。

次の表に示すフィールドが、オーダ/スケジュール履歴ファイルを更新するかどうか、また更新す
る場合のタイミングとその方法を決定します。

販売オーダ

セッションから取得フィールド

 

販売オーダ (tdsls4100m000)[オーダ履歴のログ]

販売オーダ (tdsls4100m000)[EDI オーダ履歴のログ]

販売オーダ (tdsls4100m000)[履歴ログの開始時点]

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[入力のログ記録レベル]

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[実際オーダ納入履歴のログ]

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[構成要素履歴を記録]

販売オーダ分割払

セッションから取得フィールド

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[オーダ履歴のログ]

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[EDI オーダ履歴のログ]

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[履歴ログの開始時点]
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販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)[入力のログ記録レベル]

販売スケジュール

セッションから取得フィールド

販売スケジュール (tdsls3111m000)[スケジュール履歴のログ]

販売スケジュールパラメータ (tdsls0100s500)[入力のログ記録レベル]

販売スケジュールパラメータ (tdsls0100s500)[実際スケジュール納入履歴のログ]

注意
 ▪ 販売スケジュールでは、履歴ログは常に承認中に開始します。
▪ 計画済倉庫オーダが販売スケジュールに使用される場合、販売スケジュールライン履歴は

計画済倉庫オーダ情報に基づきます。

履歴ファイルの削除

販売オーダ/スケジュール履歴のアーカイブおよび削除 (tdsls5201m000) セッションを使用する
と、履歴データの合計金額を制限できます。
履歴ファイルは、統計の基準になります。履歴ファイルを削除する前に、統計がすべて更新され
ていることを確認してください。更新前に履歴ファイルを削除すると、統計を完全に更新するこ
とができなくなります。

注意

履歴データは修正できません。これは、参考情報の目的でのみ使用します。
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ほとんどの会社では、顧客からの特急要求に対応しています。このような要求は、通常、特別な
支払と受渡の条件を必要とします。特急要求に対応可能かどうかを判定するため、および取引先
にオーダの納期を通知できるようにするために、標準的な特急オーダの条件を会社に指定する必
要があります。

次の状況で特急オーダが利用可能です。
 ▪ 顧客自身がオーダ入力時に特急納入を依頼
▪ 顧客から発行済オーダを特急に変更する依頼を受領

マスタデータ
特急オーダを指定するには、次の操作を行います。
 1. 特急オーダの受渡条件および特急オーダの支払条件を販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)

セッションの [特急オーダの受渡条件] フィールドおよび [特急オーダの支払条件] フィール
ドで指定します。これらの条件は、特急オーダヘッダまたは特急オーダラインでも変更で
きます。

2. 利用性タイプはリードタイムに影響するため、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)
セッションの [利用性タイプ] フィールドで指定します。

3. 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [変更コードのメッセージ] チェック
ボックスがオンの場合、変更タイプ (tdsls0198m000) セッションで特急オーダの変更タ
イプを指定し、変更理由 (tdsls0197m000) セッションで特急オーダの変更理由を指定し
て、販売オーダが変更された理由を指定にします。

特急オーダ作成
特急オーダを作成するには、または既存の通常オーダを特急オーダに変換するには、次をクリッ
クします。
 ▪ 販売オーダ (tdsls4100m000) セッションまたは販売オーダ (tdsls4100m900) セッション

の [特急オーダ] これにより、これらのセッションの [特急オーダ] チェックボックスがオン
になります。あるオーダが特急である場合、これにリンクするすべての販売オーダ (納入)
ラインも特急になります。
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▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [特急オーダライン] これにより、この
セッションの [特急オーダライン] チェックボックスがオンになります。

▪ 販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションの [特急納入ライン] これにより、
このセッションの [特急納入ライン] チェックボックスがオンになります。

▪ 販売オーダライン構成要素 (tdsls4163m000) セッションの [特急構成要素] これにより、
このセッションの [特急構成要素] チェックボックスがオンになります。

販売オーダが特急オーダとして定義されている場合、 [オーダ優先順位] は 1 に設定されます。

注意
 ▪ 特急オーダの処理を自動化する場合、オーダタイプに自動活動を指定する必要がありま

す。詳細は、次の情報を参照してください: フレキシブルな販売オーダ処理
▪ リンクされている倉庫オーダを変更できる場合は、既存の販売オーダを特急オーダに変換

できます。
▪ 販売オーダヘッダの [特急オーダ] チェックボックスの設定は、リンクされている販売オー

ダラインや納入ラインの該当するチェックボックスのデフォルトになります。ただし、販
売オーダ (納入) ラインで、このチェックボックスの設定を変更できます。このため、別の
オーダラインや納入ラインを特急ラインとして定義できます。

制限
次のオーダは特急にできません。
 ▪ 返品オーダ、コレクトオーダ、遡及請求オーダ、および委託請求オーダ
▪ 倉庫管理に発行されていない販売オーダライン
▪ バックオーダライン

特急オーダと倉庫管理
特急オーダが倉庫管理に発行された後に、次の処理が行われます。
 ▪ 出庫オーダライン (whinh2120m000) セッションで [特急オーダ] チェックボックスがオン

になります。出庫勧告の生成および処理時に最も高い優先順位となるのは、これらの出庫
オーダラインです。

▪ 出庫勧告の生成 (whinh4201m000) セッションの [特急オーダのみ] チェックボックスがオ
ンの場合、まずこれらのラインの購買オーダ勧告が生成されます。特急オーダの出庫処理
を高速にするには、出庫勧告処理 (whinh4200m000) セッションの [直接出庫] をクリック
します。これにより、通常は出荷を確認する前に実行されるすべての出庫処理ステップが
スキップされます。つまり、出荷ラインは出庫勧告の処理後に作成されます。
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販売オーダまたはサービスオーダ上で、販売商品を直送するかどうかを指定できます。直送の場
合は、販売オーダまたはサービスオーダに基づいて購買オーダが作成されます。購買元取引先が
商品を販売先取引先に直接納入するので、倉庫管理は関係しません。

直送販売オーダ
直送販売オーダを生成して処理するには、次の操作を実行します。

ステップ 1:  [納入タイプ]

直送販売オーダを作成するには
 ▪ 販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで、該当の販売オーダタイプについて [購

買オーダ生成可能] チェックボックスをオンにする必要があります。
▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売オーダ計画納入ライン

(tdsls4101m100) セッションの [納入タイプ] フィールドが [直送] である必要があります。 
これらのセッションでは、次のようにして [直送] 納入タイプを選択できます。
▪ オーダ数量が品目 - 販売 (tdisa0501m000) セッションの [直送数量] フィールドで定義

された数量以上の場合、自動的に選択
▪ [直送]
▪ 品目に在庫不足が存在する場合に表示される在庫不足メニュー (tdsls4830s000) セッ

ションから [直送オーダの生成] を選択

ステップ 2: 購買オーダ勧告の作成
販売オーダラインが承認されて、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッショ
ンがオーダタイプ (tdsls0694m000) セッションのオーダタイプに活動としてリンクされると、販
売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションの販売オーダラインに購買オーダ
勧告が生成されます。
このステップは、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションではなく購買
オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションがオーダタイプに活動としてリンクされている場合に
は該当しません。
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ステップ 3: 直送購買オーダの作成
購買オーダは、直送販売オーダに生成する必要があります。購買オーダの生成方法は、販売オー
ダラインに購買オーダ勧告がすでに存在しているかどうかによって決まります。
 ▪ 購買オーダ勧告がない

購買オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションで、直送販売オーダに購買オーダを生成
できます。 [直送] チェックボックスをオンにして、 [直送] グループボックスのフィールド
を指定します。

▪ 購買オーダ勧告が存在する
生成済の購買オーダ勧告を LN によって自動的に購買オーダに変換したい場合は、販売オー
ダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [購買勧告を購買オーダに自動変換] チェック
ボックスをオンにする必要があります。このチェックボックスがオフの場合、 購買オーダ
勧告確認 (whina3211m000) セッションおよび購買オーダ勧告転送 (whina3212m000)
セッションで、購買オーダ勧告の確認と購買オーダへの転送をマニュアルで行う必要があ
ります。

購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの次のフィールドを使用して、直送購買オー
ダが生成されます。
 

[直送のオーダシリーズ][直送のオーダシリーズ]

[直送のオーダタイプ][直送のオーダタイプ]

購買オーダが生成されると、販売オーダラインモニタ (tdsls4510m100) セッションの元の販売オー
ダラインの状況が ｢直送待ち｣ になります。

ステップ 4: 直送オーダの受領
事前出荷通知を使用している場合、出荷通知 (whinh3100m000) セッションで [直送ラインの受領]
をクリックした時点で、直送販売オーダ用に購買された品目の入庫が購買入庫 (tdpur4106m000)
セッションに挿入されます。事前出荷通知を使用していない場合は、直送販売オーダに対応する
入庫を購買入庫 (tdpur4106m000) セッションでマニュアル指定する必要があります。
ロットとシリアルを登録する必要がある場合、ロットとシリアルの設定が完了する前に、購買入
庫 (tdpur4106m000) セッションで入庫を確認することはできません。

ステップ 5: 納入に関する情報を販売に通知
納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションを実行して、最終入庫
のために品目、数量、ロット、およびシリアルの情報を販売に通知します。
購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで登録される購買オーダ入庫ラインごとに、販売オーダラ
イン (tdsls4101m900) セッションおよび販売オーダ実際納入ライン (tdsls4106m000) セッション
で販売オーダ納入ラインが作成されます。

ステップ 6: 販売先取引先への販売請求書の送付
入庫が調達に記帳され、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッショ
ンで販売に送信された後に、販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000) セッショ
ンで請求用の販売オーダデータを発行できます。
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ステップ 7: 直送オーダの処理
購買オーダは納入済購買オーダの処理 (tdpur4223m000) セッションで処理し、販売オーダは納入
済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで処理します。

直送および返品オーダ
直送販売オーダの入庫した品目を返品する場合、販売オーダ (tdsls4100m900) セッションで直送
販売返品オーダをマニュアル入力する必要があります。
直送購買返品オーダは、購買オーダパラメータ (tdpur0100m400) セッションの [サービス直送の
返品オーダタイプ] フィールドに基づいて生成できます。
次に、購買オーダタイプの通常の手順が適用されます。

直送および輸送オーダ
輸送を使用して直送を管理および計画する場合、直送輸送オーダを生成できます。
詳細は、次の情報を参照してください: 直送販売オーダについての輸送オーダの生成 (ページ 32)

直送とバックオーダ
納入が販売に送信された後にオーダよりも入庫が少ない場合、購買オーダパラメータ
(tdpur0100m400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスの設定とは関係な
く、調達で確認済バックオーダが自動的に生成されます。最初に販売でバックオーダをマニュア
ルで確認する必要があるかどうかは、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [バッ
クオーダを自動確認] チェックボックスの設定により異なります。

注意
 ▪ 販売では、入庫が実行されるまでバックオーダ数量を変更できます。
▪ 直送バックオーダの輸送オーダを生成することもできます。
▪ 調達では、直送バックオーダを取り消すことはできません。
▪ 調達では、直送バックオーダを削除することのみできます。ただし、この削除は販売に送

信されません。
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在庫がない既存の販売オーダを処理するには、入庫場所から発送確定保管場所に入庫商品をただ
ちに移動させて出庫します。この処理をクロスドッキングと呼びます。

クロスドッキングタイプ
 ▪ 静的クロスドッキング

静的クロスドッキングは、倉庫管理でクロスドッキングオーダまたはオーダラインをメン
テナンスできないことを意味します。

▪ 静的クロスドッキングの場合、購買オーダの [計画入庫日] の計算は、販売オーダ
(tdsls4100m000) セッションの [計画納期] に、倉庫別品目データ (whwmd2110s000) セッ
ションの [クロスドックリードタイム] を加算して行われます。

▪ 動的クロスドッキング
動的クロスドッキングを使用すると、次の処理を実行できます。
▪ クロスドッキングオーダとオーダラインを倉庫管理で作成する
▪ 倉庫管理のクロスドッキング処理時にクロスドッキングオーダとオーダラインを何度

か変更する、または取り消す
▪ クロスドッキングオーダまたはクロスドッキングオーダラインを倉庫管理で自動的に

作成する
このトピックでは、動的クロスドッキングについての詳しい説明は省略します。

クロスドッキング手順
クロスドックオーダを生成するには、次の操作を実行します。

ステップ 1: クロスドッキング販売オーダの作成
 ▪ [納入タイプ] フィールドは、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッション、販売オーダ

計画納入ライン (tdsls4101m100) セッション、または販売オーダライン構成要素
(tdsls4163m000) セッションで [クロスドッキング] に設定します。 
これらのセッションでは、次のようにして [クロスドッキング] 納入タイプを指定できま
す。
▪ [クロスドッキング]
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▪ 品目が在庫不足のときに表示される在庫不足メニュー (tdsls4830s000) セッションか
ら [クロスドックオーダの生成] を選択する

▪ [納入タイプ] フィールドを [倉庫] に設定した販売オーダラインに、 [倉庫] チェック
ボックスをオンにして販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッショ
ン実行した後に選択する

販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで、該当の販売オーダタイプについて [購買オー
ダ生成可能] チェックボックスをオンにする必要があります。

ステップ 2: 購買オーダ勧告の作成
販売オーダラインが承認された後に、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッ
ションがオーダタイプ (tdsls0694m000) セッションのオーダタイプに活動としてリンクされると、
販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションの販売オーダラインに購買オー
ダ勧告が生成されます。
このステップは、販売オーダの購買オーダ勧告の生成 (tdsls4240m000) セッションではなく購買
オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションがオーダタイプに活動としてリンクされている場合に
は該当しません。

ステップ 3: クロスドッキング購買オーダの作成
購買オーダは、販売オーダから生成する必要があります。購買オーダの生成方法は、販売オーダ
ラインに購買オーダ勧告がすでに存在しているかどうかによって決まります。
 ▪ 購買オーダ勧告がない

購買オーダの生成 (tdsls4241m000) セッションでクロスドッキングオーダを生成できま
す。 [クロスドッキング] チェックボックスをオンにし、 [購買オーダ] グループボックスの
フィールドを指定します。

▪ 購買オーダ勧告が存在する
生成された購買オーダ勧告を購買オーダに自動的に変換するには、販売オーダパラメータ
(tdsls0100s400) セッションで [購買勧告を購買オーダに自動変換] チェックボックスをオ
ンにする必要があります。このチェックボックスがオフの場合、 購買オーダ勧告確認
(whina3211m000) セッションおよび購買オーダ勧告転送 (whina3212m000) セッション
で、購買オーダ勧告の確認と購買オーダへの転送をマニュアルで行う必要があります。

ステップ 4: 倉庫管理へのクロスドッキングオーダの発行
その購買オーダを倉庫管理へ購買オーダを発行 (tdpur4246m000) セッションで倉庫管理に発行し
ます。
販売オーダを販売オーダの倉庫管理への発行 (tdsls4246m000) セッションで倉庫管理に発行しま
す。
クロスドッキングオーダの場合、複数の購買オーダライン詳細を 1 つの販売オーダラインにリン
クできます。または、複数の販売オーダ計画納入ラインを 1 つの購買オーダラインにリンクでき
ます。そのため、販売オーダ (納入) ラインに変更を加えると、購買オーダライン (詳細) とのリン
クが解除される可能性があります。
リンクされている販売オーダラインまたは購買オーダラインを変更すると、販売オーダと購買オー
ダ間のリンクについてメッセージが表示されます。
リンクされている販売オーダラインまたは購買オーダラインを取り消すか削除すると、リンクは
解除されます。
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購買オーダ勧告が存在する販売オーダラインを取り消すか削除すると、購買オーダ勧告は削除さ
れます。
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販売と輸送の統合
輸送パッケージを使用して輸送の要件を処理することができます。販売オーダ入力中に、適切な
輸送方法を特定して選択し、販売オーダから輸送オーダを生成できます。

輸送オーダ管理と販売の統合
輸送オーダ管理では、次の種類の計画を利用できます。
 ▪ 概略計画: 長期的な能力計画に使用します。
▪ 積荷構築: 出荷と積荷の実際の実行時間計画です。商品を出荷するには、輸送オーダ管理

において、特定の期間に移動しなければならない出荷が明確である必要があります。販売
から輸送オーダが作成される場合、出荷と積荷の進捗状況が交換可能になり、輸送オーダ
管理と販売の間で情報の共有が可能になります。

詳細は、次の情報を参照してください: 輸送オーダ管理と販売の統合 (ページ 30)

輸送請求と販売請求間の統合
輸送レートおよび輸送費パラメータ (fmfrc0100m000) セッションの [オーダラインでのレートお
よび運送業者/LSP 選択] パラメータに基づいて、販売オーダの入力時または販売見積の入力時に、
運送業者が自動的に選択されるか、マニュアルで選択されます。輸送請求額は、請求方法、品目、
輸送クラス、サービスレベル、輸送タイプ、輸送手段グループなどの要因に基づいて、価格設定
から計算されて決定されます。計算された請求額が、オーダ確認書に出力されます。

運送業者に支払わなければならない輸送請求を、輸送費と呼びます。取引先への輸送費の請求は、
次の項目に基づいて実行できます。
 ▪ [輸送費]
▪ [輸送費 (更新可能)]
▪ [クライアントレート]

詳細は、次の情報を参照してください: 輸送請求と販売請求の統合 (ページ 34)
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輸送オーダ管理と販売の統合
適切な輸送方法を特定して選択するには、マニュアルで作成、生成された販売オーダ、または変
換済販売見積を発生元とする販売オーダから、輸送オーダを生成します。
輸送オーダが販売オーダから作成される場合、出荷と積荷の進捗状況が交換可能になり、輸送オー
ダ管理と販売間で情報の共有が可能になります。

販売見積設定
発生元が変換済販売見積である販売オーダから輸送オーダを生成できるようにしたり、見積が販
売オーダに変換されるときに必要な輸送関連情報が設定されるようにしたりするには、販売見積
ライン (tdsls1501m000) セッションで次のフィールドを指定します。
 ▪ [輸送オーダの生成] チェックボックスをオンにします。
▪ 輸送オーダで販売オーダと同じサービスレベルを使用する場合は、 [輸送サービスレベル]

フィールドにサービスレベルを入力します。
▪ 輸送オーダで販売オーダと同じ運送業者を使用する場合は、 [運送業者指定] チェックボッ

クスをオンにします。
▪ [計画納期] フィールドに日付を入力します。この日付は、計画積荷日として考慮されま

す。
▪ [計画入庫日] フィールドに日付を入力します。

注意

販売見積ラインに [計画納期] を指定すると、輸送リードタイムが充分であるかどうかが輸送によっ
て判定されます。商品を時間内に納入できない場合、メッセージが表示されます。ユーザは [計画
入庫日] を変更するか、別の運送業者を選択することができます。

輸送オーダは見積からは生成できません。販売オーダからのみ生成できます。販売見積の処理
(tdsls1200m000) セッションで確認済見積が販売オーダに変換されるときに、必要な情報が販売
オーダに設定されるように、すべての輸送関連データを販売見積ライン (tdsls1501m000) セッショ
ンで指定します。

販売オーダ設定
販売オーダから輸送オーダを生成できるようにするには、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッ
ションまたは販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションで次の設定を適用する必要
があります。
 ▪ [販売から輸送オーダを生成] チェックボックスをオンにします。
▪ 輸送オーダで販売オーダと同じ運送業者を使用する場合は、 [運送業者指定] チェックボッ

クスをオンにします。
▪ 輸送オーダで販売オーダと同じサービスレベルを使用する場合は、 [輸送サービスレベル]

フィールドにサービスレベルを入力します。
▪ [計画済納期] フィールドに日付を入力します。この日付は、計画積荷日として考慮されま

す。
▪ [計画入庫日] フィールドに日付を入力します。
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注意

次の場合、販売オーダに生成される輸送オーダのタイプは直接出荷になります。
 ▪ 販売オーダの販売オーダタイプが、 [出荷ごとに 1 オーダ] チェックボックスがオンになっ

ている倉庫オーダタイプに関連付けられている場合
▪ 販売オーダに関連付けられた輸送オーダタイプの [単一出荷オーダ] チェックボックスがオ

ンの場合
▪ 販売オーダのデフォルトの倉庫オーダタイプの [出荷ごとに 1 オーダ] チェックボックスが

オンの場合

販売オーダから輸送オーダを生成
品目 - 販売取引先 (tdisa0510m000) セッションの [販売から輸送オーダを生成] チェックボックス
がオンになっていて、この品目 - 販売取引先の組合せの販売オーダが生成された場合、承認後に、
輸送オーダ生成方法を決定するために、輸送オーダの生成 (tdsls4222m000) が活動として販売オー
ダタイプ - 活動 (tdsls0560m000) セッションのオーダタイプにリンクされているかどうかが確認
されます。マニュアルまたは自動的に販売オーダに輸送オーダを生成できます。
輸送オーダが販売オーダ (納入) ラインから生成された後の輸送オーダの状況は [予想] になります。
輸送オーダに渡される情報は出荷関連のデータのみで、顧客要求日付、住所、出荷規則、運送業
者、経路、受渡条件、計画責任などがあります。オリジナルの販売オーダ番号、位置、および連
番は輸送オーダラインで参照できます。計算された輸送費は、販売オーダ (納入) ラインに返すこ
とができます。

輸送オーダに積荷計画が作成されると、輸送オーダの状況は [計画] になります。積荷計画は、輸
送でのみ ｢実際｣ に変更できます。輸送オーダの状況は、販売オーダ (納入) ラインが倉庫管理に発
行されたときに [実際] になります。販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売
オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションの適切なメニューで、次の項目をクリックし
ます。
 ▪ [輸送詳細] を選択すると、輸送オーダライン状況概要 (fmfoc2601m000) セッションを開

始できます。このセッションでは、出荷と積荷に関する情報、使用する運送業者、出荷が
実行される日付、出荷数量などの輸送詳細を表示できます。

▪ [リンク情報] をクリックすると、リンクオーダラインデータ (tdsls4102s200) セッション
が開始されるため、リンクされている輸送オーダを表示できます。

注意
 ▪ 遡及請求オーダまたはコストオーダに対する輸送オーダを作成することはできません。こ

れらのオーダタイプでは、出荷を行う必要がないためです。
▪ 販売オーダおよびリンクされている輸送オーダの修正、ブロック、削除、または取消を行

う場合、対応する輸送オーダの状況は、 [予想] 、 [計画] 、または [実際] である必要があ
ります。

輸送のタイプや、運送業者の利用可能性によっては、 [計画入庫日] が販売オーダ (納入) ラインに
指定されている日付と異なることがあります。販売オーダ (tdsls4100m000) セッションの出力を
クリックして ｢出荷日差異のあるオーダ｣ を選択すると、出荷日から偏差のあるオーダの出力
(fmlbd3450m000) セッションが開始されます。このセッションでは、発生元の日付が、輸送の積
荷計画の日付と異なるすべてのオーダを示す差異のレポートを生成できます。
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直送販売オーダについての輸送オーダの生成
販売オーダまたは販売見積上で、販売される商品を直送するかどうかを指定できます。販売オー
ダにリンクされた購買オーダを使用して、購買元取引先は商品を販売先取引先に直接納入します。
直送の場合、商品は自社の倉庫を経由しません。
直送を管理および計画するには、輸送を使用します。

直送オーダ
直送用の輸送オーダを生成する場合、次の条件が適用されます。
 ▪ 輸送オーダは、販売オーダではなく購買オーダから生成する必要があります。

そのため、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションで [納入タイプ] フィールドが
[直送] の場合、次の処理が行われます。
▪ 輸送オーダの生成 (tdsls4222m000) の活動が販売オーダにリンクしなくなります。
▪ [販売から輸送オーダを生成] チェックボックスが、 [購買から輸送オーダを生成] チェッ

クボックスという名前に変更されます。このチェック ボックスをオンにする必要があ
るかどうかは、品目 - 購買取引先 (tdipu0110m000) セッションの [購買から輸送オー
ダを生成] チェックボックスによって決まります。

▪ 輸送オーダの生成後に販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [納入タイプ]
フィールドが [直送] に設定されると、輸送オーダは削除されます。

▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [輸送費請求] チェックボックスまたは
購買オーダ (tdpur4100m000) セッションの [外部取引先に請求] チェックボックスをオン
にできます。両方のチェックボックスをオンにすることはできません。

▪ [運送業者/LSP] 、 [経路] 、 [輸送サービスレベル] など、販売オーダのフィールドが優先
されます。そのため、これらのフィールドは、購買オーダではなく販売オーダで指定する
必要があります。購買オーダのデータは使用不可になります。

▪ 直送の輸送請求金額を計算するには、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションで
[輸送費額] をクリックします。この計算には、該当の購買元取引先にリンクしている購買
オフィスが使用されます。計算された輸送請求金額は、販売オーダライン (tdsls4101m000)
セッションの [輸送費額] フィールドに表示されます。

注意

販売オーダラインに [計画済納期] を入力すると、商品を予定どおりに納入できる輸送リードタイ
ムであるかどうかが判定されます。輸送時間を計算するために、出荷元取引先の出荷元住所およ
び出荷先取引先の出荷先住所が使用されます。商品が予定どおりに納入されきない場合は、 [計画
入庫日] を変更するか、オーダラインで別の運送業者を選択する必要があります。

輸送オーダが直送オーダにリンクしている場合、日付フィールドの名前はモジュールごとに異な
ります。次の表を参照してください。
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ASN輸送購買販売-

出荷日付積荷日積荷日計画納期発注先から商品が
出荷された時点

計画納期積荷降日計画入庫日計画入庫日販売先取引先で商
品が入庫された時
点

輸送オーダ
 ▪ 販売オーダに直送購買オーダを生成した後、輸送オーダの生成 (tdpur4220m000) セッショ

ンでは直送オーダに輸送オーダを生成できます。直送販売オーダの作成の詳細は、直送販
売オーダ (ページ 21)を参照してください。

▪ 輸送オーダには、購買オーダ番号および販売オーダ番号が表示されます。
▪ 輸送オーダが生成されるときに、その輸送オーダはリンクオーダラインデータ

(tdsls4102s200) セッションの販売オーダラインおよび購買オーダライン - リンク情報
(tdpur4502s000) セッションの購買オーダラインにリンクします。

▪ 購買入庫 (tdpur4106m000) セッションで購買オーダを受領するとき、輸送費の計算に使
用される運送業者など、このセッションの輸送に関連するフィールドに値を指定する必要
があります。最終入庫の後で、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新
(tdpur4222m000) セッションを使用して直送の情報を販売オーダに送信する必要があり
ます。

Infor LN 販売 | 販売オーダユーザガイド | 33

販売オーダおよび輸送オーダ



手順
輸送オーダにリンクしている直送オーダの手順を次の図に示します。

注意

直送購買オーダの処理方法によって、次の結果になります。
 ▪ 直送購買オーダが販売により更新された場合、リンクされた輸送オーダが削除されます。

必要な場合は、新しい輸送オーダを生成する必要があります。
▪ 直送購買オーダが調達で削除された場合、リンクされた輸送オーダも削除されます。
▪ 直送購買オーダが販売により取り消された場合、リンクされた輸送オーダが削除されま

す。

輸送請求と販売請求の統合
商品の輸送責任が販売側の会社にあり、この会社が商品を輸送する運送業者を雇う場合、輸送後
に運送業者は販売側の会社に請求書を送付します。会社が運送業者に支払わなければならない輸
送レートは、輸送費と呼びます。輸送サービスを手配した取引先に対して、その輸送費用を請求
できます。
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マスタデータ

取引先に輸送を請求する場合、次のマスタデータを指定します。
 ▪ 品目 - 販売取引先 (tdisa0510m000)

[輸送費請求] チェックボックスをオンにします。このチェックボックスの値は、販売オー
ダライン (tdsls4101m000) セッション、販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッ
ション、または販売見積ライン (tdsls1501m000) セッションの [輸送費請求] チェックボッ
クスのデフォルトになります。

▪ 販売先取引先 (tccom4110s000)
[輸送に対する請求取引先] チェックボックスをオンにします。このチェックボックスの値
は、販売オーダ (tdsls4100m000) セッションの [請求対象の運賃] チェックボックス、ま
たは販売見積概要 (tdsls1500m000) セッションの [輸送費請求] チェックボックスのデフォ
ルトになります。

▪ 請求先取引先 (tccom4112s000)
[輸送請求基準] フィールドを次のいずれかに設定します。
▪ [輸送費]

オーダ、出荷、または積荷の輸送費を現在利用可能な最善の情報に基づいて決定する
場合に指定します。輸送請求額は、価格設定の運送業者レート帳簿に基づいて決定さ
れます。この費用は、見積輸送費とも呼びます。

▪ [輸送費 (更新可能)]
運送業者の請求を特定の積荷または出荷と照合してから輸送費を請求する場合に指定
します。基本的に、輸送請求額は、価格設定の運送業者レート帳簿に基づいて決定さ
れます。これらの費用は、実際輸送費とも呼びます。

▪ [クライアントレート]
価格設定のクライアントレート帳簿に基づいて輸送請求額を決定する場合に指定しま
す。このレート帳簿は、特定の取引先についての輸送サービスレートを保存します。

原価加算請求
[輸送請求基準] フィールドが [輸送費] または [輸送費 (更新可能)] である場合と、原価加算金額ま
たは原価加算率を請求書に追加する場合、請求先取引先 (tccom4112s000) セッションの次のフィー
ルドを指定します。
 ▪ [追加の割合]

輸送請求額を増加させる割合
▪ [追加金額]

輸送請求額を増加させる金額

請求方法

会社は、次の費用をもとに外部の取引先に輸送レートを請求できます。
 ▪ [輸送費]
▪ [輸送費 (更新可能)]
▪ [クライアントレート]

[輸送費]
輸送請求額は現在利用可能な最善の情報に基づいて計算されます (見積輸送費)。これらの輸送費は
価格設定の運送業者レート帳簿から取得され、オーダ、出荷、または積荷に変更が加えられるた
びに更新されます。販売オーダ (納入) ラインについて計算された金額と一緒に、販売請求書が請
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求に発行されると、輸送請求書も請求に発行されます。請求では、オーダ請求書は輸送請求書と
結合されて、1 つの請求書として送付されます。
販売請求書の発行の前に輸送請求が請求に発行された場合、販売商品と輸送された商品にそれぞ
れ 1 通ずつ請求書が送付されます。

[輸送費 (更新可能)]
輸送のすべての積荷に基づいて、輸送費額がオーダ (納入) ライン、または見積ラインに配分され
ます。まず、輸送費 (見積輸送費) が価格設定の運送業者レート帳簿に基づいて決定されます。そ
の後、運送業者の請求書が受領され、買掛金で照合されると、実際原価が指定可能になります。
販売オーダ (納入) ラインに分配された金額、つまり輸送費と一緒に、販売請求書が請求に請求さ
れた後に、輸送請求書も請求に発行されます。
販売請求書の発行の前に輸送請求書が請求に発行された場合、販売商品と輸送された商品にそれ
ぞれ 1 通ずつ請求書が送付されます。
運送業者から実際費用を受領する前に、販売オーダ (納入) ラインを輸送費で請求する場合、見積
輸送費と実際費用の差異を顧客に請求できます。

注意

取引先に差異を請求する場合、追加の請求書を生成できます。請求書は、輸送請求パラメータ
(fmfri0100m000) セッションの [金額が右記値より大きい場合] フィールドまたは [右記値より大
きい場合] フィールドに指定したデータに基づきます。

[クライアントレート]
請求方法が [クライアントレート] の場合、輸送請求額は、輸送レートに関する確定した顧客との
合意に基づきます。このため、運送業者に支払わなければならない輸送費を補てんするために、
顧客に請求できます。

輸送 (請求) 金額の計算

輸送請求金額を計算するために、輸送レートおよび輸送費パラメータ (fmfrc0100m000) セッショ
ンの [オーダラインでのレートおよび運送業者/LSP 選択] パラメータに基づいて、運送業者および
対応する輸送レートが選択されます。このパラメータの値には [対話式] 、 [最安値] 、または [優
先済] があります。

[対話式]
販売オーダの入力時や販売見積の入力時に、輸送にズームして最適な運送業者を選択できます。
請求方法、品目、輸送クラス、サービスレベル、輸送タイプ、輸送手段グループなどの要因に基
づいて、輸送請求金額が価格設定のレート帳簿から取得されます。

運送業者を取得するには、販売見積ライン (tdsls1501m000) セッション、販売オーダライン
(tdsls4101m000) セッション、または販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションで
次の操作を行います。
 1. [輸送費請求] チェックボックスをオンにします。

2. [輸送費額] フィールドの後ろにある輸送費額ボタンをクリックします。輸送レート
(fmfrc0530m000) セッションが開始されます。

3. 最適な運送業者とサービスレベルの組合せを選択し、[OK] をクリックします。
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輸送レート (fmfrc0530m000) セッションで選択すると、販売見積ライン (tdsls1501m000) セッ
ション、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッション、または販売オーダ計画納入ライン
(tdsls4101m100) セッションの次のフィールドが自動的に指定されます。
 ▪ [運送業者/LSP]
▪ [輸送サービスレベル]
▪ [輸送費額]

[最安値] または [優先済]
販売オーダ/見積の入力時または更新時に、レートが最も低い運送業者、または優先順位が最も高
い運送業者が自動的に選択されます。輸送請求金額が自動的に計算または再計算されます。

注意
 ▪ 販売見積ライン (tdsls1501m000) セッション、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッ

ション、または販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションで [輸送費額まと
め] チェックボックスがオンの場合、 [輸送費額]  は、オーダ数量が変更された場合のみ再
計算されます。その他の変更は輸送費額に影響しません。

▪ 最終出荷の確認時には、輸送費額が変更されません。最終以外の出荷の確認時には、輸送
費額が納入ライン間で比例配分されます。

▪ 輸送費額は、納入数量ではなく、オーダ数量およびオーダ金額に基づきます。

販売見積ライン (tdsls1501m000)、販売オーダライン (tdsls4101m000)、または販売オーダ計画
納入ライン (tdsls4101m100) セッションで [計算ログの表示] チェックボックスがオンの場合、輸
送費額の計算方法を輸送費額計算ログで表示できます。
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販売オーダのバックオーダ処理
販売オーダ (納入) ラインに最終納入が作成されて、商品の一部のみが出荷されたか、商品がまっ
たく出荷されていない場合に、バックオーダが作成されます。
バックオーダは、販売または倉庫で作成できます。

販売
販売では、バックオーダは次のようにして作成できます。
 ▪ 留保数量をマニュアルで入力します。
▪ 販売オーダに作成される直送購買オーダは、完全納入はされません。

留保数量

販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションおよび販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100)
セッションでは、オーダ数量の一部をマニュアルで留保することができます。留保されたオーダ
数量の一部は、必ずバックオーダになります。
留保数量から、事前に予想バックオーダ数量を識別できます。これにより、限られた在庫を 1 件
の取引先ではなく複数の取引先に割り当てることができます。販売オーダラインを倉庫管理に発
行するとき、 [オーダ数量] から [留保数量] を差し引いた数量が発行されます。

販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100)
セッションで留保数量を指定した販売オーダラインが倉庫に発行されると、次の処理が行われま
す。
 1. 販売オーダ (納入) ラインの最終納入が実行されると、バックオーダのメンテナンスおよび

確認 (tdsls4125m000) セッションでバックオーダが生成されます。バックオーダのメン
テナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッションでは、まだ [留保数量] が入力されてい
ません。

2. バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッションおよび販売オーダ
ライン (tdsls4101m000) セッション、または販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100)
セッションの [バックオーダ数量] フィールドが残りの数量で更新されます。残りのバック
オーダ数量は次のように計算されます:  [オーダ数量]  -  [納入数量]

3. バックオーダ (連番) ラインは、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000)
セッションでマニュアルで確認する必要があります。または、販売オーダパラメータ
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(tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスがオンの場合
は、自動的にバックオーダが確認されます。

4. バックオーダが確認されると、次の処理が実行されます。
▪ 新しい (納入) ラインが新しい連番で生成され、販売オーダライン (tdsls4101m000)

セッションまたは販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションの [バック
オーダ数量] チェックボックスがオンになります。これらのラインは通常の販売オーダ
ラインとして処理され、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000)
セッションにも表示されます。

▪ 親販売オーダラインの [留保数量] は、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッション
または販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションで削除されます。

5. 必要な場合は、新たに作成されたバックオーダラインの [留保数量] を指定できます。その
結果、販売オーダ (納入) ラインを倉庫に発行すると、上記のステップが繰り返されます。

次の [留保数量] は指定できません。
 ▪ 約定引当方法のある品目
▪ 出荷規則のあるオーダ (ライン)
▪ 原価品目
▪ サービス品目
▪ リスト品目
▪ 外注品目
▪ 設備品目
▪ 一般品目
▪ コレクトオーダ
▪ 返品オーダライン
▪ 納入ラインがリンクされた合計オーダライン
▪ オーダ数量がゼロであるオーダライン

注意
 ▪ 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェック

ボックスをオンにすると、バックオーダが自動的に確認されます。
▪ 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを倉庫に自動発行]

チェックボックスをオンにすると、確認済バックオーダが倉庫管理に自動的に発行されま
す。

直送オーダ

販売オーダの直送購買オーダが生成された場合、納入情報を含む販売/サービスオーダの更新
(tdpur4222m000) セッションを使用して、調達から販売に納入を報告できます。

入庫量がオーダ量より少ない場合は、次のようになります。
 1. [バックオーダ数量] フィールドはバックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000)

セッションおよび販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売オーダ計画
納入ライン (tdsls4101m100) セッションで設定されます。バックオーダ数量は次のよう
に計算されます:  [オーダ数量]  -  [納入数量]

2. バックオーダ (連番) ラインは、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000)
セッションでマニュアルで確認する必要があります。または、販売オーダパラメータ
(tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスがオンの場合
は、自動的にバックオーダが確認されます。これにより、新しいラインが新しい連番で生
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成され、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションまたは販売オーダ計画納入ライ
ン (tdsls4101m100) セッションの [バックオーダ数量] チェックボックスがオンになりま
す。このラインは、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッショ
ンにも同じ位置番号と別の連番で表示されます。

3. 確認済バックオーダが調達に自動的に生成され、販売内のバックオーダにリンクされま
す。バックオーダは、購買オーダライン詳細 (tdpur4101m200) セッションと確認済購買
バックオーダ (tdpur4101m800) セッションで表示できます。

倉庫管理
商品が倉庫で損傷を受けた場合や商品をピックアップするトラックの積載量が不足している場合、
倉庫によってバックオーダを作成できます。
そのような場合、販売オーダから作成した出荷数量を少なくする必要があります。発信勧告の確
認前と出荷の確認前に、数量を減らすことができます。

修正済出荷の状況が [確認済] になると、次のようになります。
 1. バックオーダは [バックオーダ数量] フィールドが入力された状態でバックオーダのメンテ

ナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッションで生成され、表示されます。
2. バックオーダ (連番) ラインは、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000)

セッションでマニュアルで確認する必要があります。または、販売オーダパラメータ
(tdsls0100s400) セッションの [バックオーダを自動確認] チェックボックスがオンの場合
は、自動的にバックオーダが確認されます。

3. 確認後、新しい (納入) ラインが新しい連番で生成され、販売オーダライン (tdsls4101m000)
セッションまたは販売オーダ計画納入ライン (tdsls4101m100) セッションの [バックオー
ダ数量] チェックボックスがオンになります。これらのラインは通常の販売オーダライン
として処理され、バックオーダのメンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッション
にも表示されます。

納入は販売オーダライン - モニタ (tdsls4510m000) セッションおよび販売オーダ実際納入ライン/
販売オーダ請求ライン (tdsls4106m000) セッションに表示されます。

倉庫は次に関するバックオーダは作成できません。
 ▪ 出荷規則のあるオーダ (ライン)
▪ コレクトオーダ
▪ 返品オーダライン
▪ 納入ラインがリンクされたオーダライン
▪ オーダ数量がゼロであるオーダライン
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例

バックオー
ダ

納入済オーダ済連番位置オーダ 

101525010102

3710110102

033210102

常に、親ラインのバックオーダ数量によって、次のラインのオーダ数量が決まります。

注意

処理済の販売オーダラインでは、これらのラインが未確認の場合、リンクされているバックオー
ダラインのメンテナンスや削除はできません。そのため、販売オーダラインを処理するには、未
確認のバックオーダラインが利用可能になっていないことを確認します。

確認後、バックオーダは次のようにして削除できます。
 1. 販売オーダ (tdsls4100m900) セッションの [バックオーダ]  タブまたはバックオーダのメ

ンテナンスおよび確認 (tdsls4125m000) セッションのラインを取り消します。
2. 販売オーダライン (tdsls4101m900) または販売オーダ (tdsls4100m900) セッションで、

取消済のバックオーダラインを削除できます。
販売オーダに構成要素ラインが含まれている場合、オーダラインではなく構成要素ラインのバッ
クオーダが作成されます。詳細は、次の情報を参照してください: 構成要素処理 - 構成要素ライン

42 | Infor LN 販売 | 販売オーダユーザガイド

バックオーダ



分割払
分割払請求を使用すると、販売オーダのオーダ商品が納入される前または後に、合計正味額の一
部の金額または何割かの金額の請求書を生成できます。分割払を作成するには、分割払ラインを
販売オーダにリンクします。

分割払タイプ
分割払のタイプによって、分割払ラインが請求書に追加される時期が決まります。
 ▪ 前払請求書分割払

商品の納入前に、販売先取引先が [前払請求書] の支払が完了している必要があります。こ
の請求書は法的文書です。

▪ 前払金要求分割払
[前払金要求] とは、商品の納入前に一定金額または何割かの金額を前払するように販売先
取引先に要求するものです。税金は計算されず、この請求書は法的文書ではありません。
このタイプの分割払は、オーダヘッダに基づく分割払にしか使用できません。

▪ 通常分割払
[通常] 分割払は、商品の納入前または納入時に請求します。

▪ 保証分割払
[保証] 分割払は、すべての商品が納入され、非保証の分割払が請求された後でのみ請求で
きます。

分割払手順
LN では、次の分割払手順がサポートされています。
 ▪ オーダヘッダに基づく分割払

販売オーダラインへのリンクなしで作成および請求された分割払。オーダラインの請求時
に、最初の請求と最初の決済に基づいて請求済の分割払にオーダライン請求書をリンクさ
せる決済処理が使用されます。この手順を使用する場合には、販売オーダのすべてのライ
ンに同じ税金コードを適用する必要があります。

▪ 配分に基づく分割払
分割払計画に基づいて生成される分割払。分割払が請求に転送されると、複数の請求可能
ラインを作成して、分割払が各オーダラインに配分されます。これらの請求可能ラインは
まとめて処理されるため、1 つの請求書が顧客用に生成されます。この手順を使用する場
合には、販売オーダのラインごとに異なる税金コードを適用することができます。
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詳細は、次の情報を参照してください:  
 ▪ オーダヘッダに基づく分割払 (ページ 44)
▪ 配分に基づく分割払 (ページ 48)

オーダヘッダに基づく分割払
オーダヘッダに基づく分割払は、販売オーダラインへのリンクなしで作成および請求されます。
オーダラインの請求時に、最初の請求と最初の決済に基づいて請求済の分割払請求書にオーダラ
イン請求書をリンクさせる決済処理が使用されます。この手順を使用する場合には、販売オーダ
のすべてのラインに同じ税金コードを適用する必要があります。

分割払のマスタデータおよび手順
分割払の指定、メンテナンス、および表示を行うには:
 1. 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションで、 [分割払の導入] チェックボックス

をオンにして、 [分割払] タブで分割払パラメータを指定します。
2. 販売オーダを入力し、販売オーダ (tdsls4100m900) セッションの [直接決済] フィールド

に [間接決済] または [分割払] を指定します。
3. 販売オーダラインを追加し、販売オーダ (tdsls4100m900) セッションで適切なメニュー

の [分割払] をクリックします。
4. 販売オーダ - 分割払 (tdsls4600m100) セッションで、販売オーダに分割払スケジュールを

指定します。
5. 商品を納入し、すべての非保証の分割払を請求した後、販売オーダ - 分割払

(tdsls4600m100) セッションで分割払をクローズします。次に、保証分割払の請求書を作
成できます。

6. 納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで分割払を処理します。

注意
 ▪ 分割払スケジュール (tcmcs2640m000) セッションでは、デフォルトの分割払スケジュー

ルを作成できます。これらのスケジュールは販売オーダ分割払にコピーできます。
▪ 前払分割払の支払額の更新 (tdsls4200m000) セッションで、前払分割払の支払額が更新

されます。販売オーダに対するすべての前払分割払が全額支払われた後、販売オーダ手順
を続行できます。

分割払決済
請求済分割払は、｢商品｣ が納入され商品請求書が出力された場合に決済されます (商品の金額から
差し引かれる)。決済額は、分割払で支払われる商品請求の金額を示します。
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決済タイプ
決済には次のタイプがあります。
 ▪ [直接決済]

まだすべての分割払が請求されていなくても、納入済商品について請求できます。商品が
請求されると、分割払ラインの請求金額が請求書の商品金額から差し引かれます。
直接決済では、即時に次の項目を表示できます。
▪ 請求で、商品販売による収益
▪ 販売オーダ実際納入ライン履歴 (tdsls4556m000) セッションで、商品の売上高

▪ [間接決済]
販売オーダ分割払が終了するまで、納入済商品について請求できません。オーダが終了さ
れると、分割払ラインの請求金額が請求書の商品金額から差し引かれます。
間接決済では以下が適用されます。
▪ 販売オーダ分割払のクローズ後、商品の販売による収益を請求で表示できます。
▪ 販売オーダ分割払のクローズ後、商品の取引高が販売オーダ実際納入ライン履歴

(tdsls4556m000) セッションに記録されます。まだ販売オーダ分割払がクローズされ
ていない場合、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションでの指定に従って、
販売オーダライン履歴 (tdsls4551m000) セッションの [前払分割払の品目コード] 、
[通常分割払の品目] 、または [保証分割払の品目] に取引高が一時的に記帳されます。

分割払 - 決済 (tdsls4513s000) セッションで分割払の決済を表示できます。請求で商品請求書が出
力された後、このセッションに請求済分割払の決済が表示されます。

注意
 ▪ 保証分割払は、常に商品請求書の送付後に請求されるため、請求前に決済されます。
▪ (+) の販売オーダラインを請求する場合、まず (-) の分割払が最大で合計分割払金額まで決

済されます。
▪ (-) の販売オーダラインを請求する場合、まず (+) の分割払が最大で合計分割払金額まで決

済されます。

分割払訂正
決済額 (分割払で支払われる商品請求の金額) が、分割払訂正の計算基準です。販売オーダ分割払
のクローズ時に計算される訂正額は、分割払合計請求額と決済された商品請求額の差額です。こ
れは、次の公式で計算されます。

請求される商品の金額 - 決済される分割払金額

請求される商品金額が、決済される分割払金額よりも少ない場合にのみ、訂正分割払が作成され
ます。この場合、顧客への請求金額が高すぎ、反転の [訂正 - 前払請求書] 、 [訂正 - 前払金要求]
[訂正 - 通常] 、または [訂正 - 保証] が作成されます。
訂正前払分割払または [訂正 - 通常] 分割払を指定できるのは、オリジナル分割払の構成または請
求を行った後のみです。このようにして、請求は常に正しい通貨情報を取得できます。商品が出
荷され販売オーダ分割払がクローズされた後に保証分割払が処理されるため、 [訂正 - 保証] 分割
払は、オリジナル分割払が請求に発行される前に ｢指定｣ できます。オリジナルの [保証] 分割払が
請求に発行される前に、 [訂正 - 保証] 分割払ラインを請求に ｢発行｣ することはできません。この
ようにして、訂正保証の請求を構成する場合、正しい請求情報がオリジナル保証から取得されま
す。
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マニュアルで指定された訂正分割払は、商品請求に対応して決済されます。

例

分割払金額分割払タイプライン 

200通常1

400通常2

-50通常3

300保証4

850販売オーダ分割払合計

販売オーダ金額ライン 

1501

5002

803

-104

720販売オーダ合計

直接決済が適用されます。

訂正処理で次の処理が実行されます。
 1. 分割払ライン 1 が請求されます。請求額 = 200

2. 分割払ライン 2 が請求されます。請求額 = 400
3. 販売オーダライン 1 が請求されます。商品金額 150 が、請求済分割払ライン 1 に決済さ

れます。
▪ 決済が必要な残りの商品金額 = 150 - (150) = 0
▪ 請求額 = 0

4. 分割払ライン 3 が請求されます。請求額 = -50
5. 販売オーダ分割払が終了します。

▪ 請求が必要な商品金額 = 500 + 80 - 10 = 570
▪ 決済が必要な分割払金額 = 50 + 400 - 50 + 300 = 700
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▪ 訂正額 = 570 - 700 = -130
6. 訂正分割払が請求されます。請求額 = -130
7. 保証分割払について訂正分割払ライン 5 がマニュアルで作成されます。訂正額 = -300
8. 訂正分割払ライン 6 が、通常分割払タイプとしてマニュアルで作成されます。訂正額 =

170
9. 分割払ライン 4 が請求されます。請求額 = 300
10. 販売オーダライン 2 が請求されます。500 の商品金額が請求済分割払に対して次のように

決済されます。
a. 分割払ライン 3 の金額 -50。決済が必要な残りの商品金額 = 500 - (-50) = 550
b. 分割払ライン 5 の金額 -300。決済が必要な残りの商品金額 = 550 - (-300) = 850
c. 分割払ライン 1 の金額 50。決済が必要な残りの商品金額 = 850 - (50) = 800
d. 分割払ライン 2 の金額 400。決済が必要な残りの商品金額 = 800 - (400) = 400
e. 分割払ライン 4 の金額 300。決済が必要な残りの商品金額 = 400 - (300) = 100
f. 分割払ライン 6 の金額 100。決済が必要な残りの商品金額 = 150 - (150) = 0
 請求額 = 0

11. 販売オーダライン 3 が請求されます。商品金額 80 が、マニュアルで挿入された分割払ラ
イン 6 に決済されます。
▪ 決済が必要な残りの商品金額 = 80 - (70) = 10
▪ 請求額 = 10

12. 販売オーダライン 4 が請求されます。すべての分割払が決済されます。請求額 = -10 + 10
= 0

オーダヘッダに基づく分割払の税
いくつかの分割払ラインは、販売分割払オーダにリンクできます。

次の税のデータは、分割払ラインと販売オーダラインで常に一致する必要があります。
 ▪ [課税国]
▪ [税金コード]
▪ [取引先課税国]

ただし、 [前払請求書] タイプの分割払ラインの場合、その必要はありません。この分割払ライン
の税金コードは、税率、課税国、取引先課税国、および元帳勘定が一致する場合でも、販売オー
ダラインの税金コードと異なる場合があります。

[前払請求書] 分割払の税

販売オーダ分割払 (tdsls4110m000) セッションの [前払請求書] 分割払ラインの特定の税金コード
を自動的に取得するには、国別課税例外 (tctax1100m000) および国セット別課税例外
(tctax1101m000) セッションで税金コードの例外を指定できます。これらの税の例外の [オーダ発
生元] は、 [販売前払] に設定する必要があります。
[前払請求書] 分割払ラインを作成すると、最初に税の例外の一致について検索されます。この税の
例外の税率、課税国、取引先課税国、および元帳勘定が分割払ラインおよび販売オーダラインと
一致する場合、税の例外の税金コードが分割払ラインに使用されます。一致しない場合は、販売
オーダラインの税金コードが使用されます。
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注意

販売オーダ分割払 (tdsls4110m000) セッションの [前払請求書] 分割払ラインの [税金コード] は、
いつでもマニュアルで変更できます。

配分に基づく分割払
配分に基づく分割払は、分割払計画に従って生成されます。分割払が請求に転送されると、複数
の請求可能ラインを作成して、分割払が各オーダラインに配分されます。これらの請求可能ライ
ンはまとめて処理されるため、1 つの請求書が顧客用に生成されます。この手順を使用する場合に
は、販売オーダのラインごとに異なる税金コードを適用することができます。

分割払のマスタデータおよび手順
 1. 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションにある [分割払の導入] チェックボック

スをオンにして、 [分割払] タブで次のパラメータを指定します。 
▪ [保証分割払の商品受取日必須]
▪ [追加コストを分割払に含める]

2. 分割払計画 (tcmcs2645m000) セッションで分割払計画を指定します。
3. 請求先取引先 (tccom4512m000) セッションの [分割払計画] フィールドに分割払計画をリ

ンクさせます。
4. 販売オーダ (tdsls4100m900) セッションで販売オーダと販売オーダラインを指定した後、

次のフィールドを指定します。 
▪ [分割払]  セッションで [分割払計画] を選択します。
▪ [計画] フィールドに分割払計画を指定します。

5. 分割払計画に基づいて分割払の生成を開始する販売オーダを分割払 (cisli8620m000) に保
存します。このセッションを開始するには、販売オーダ (tdsls4100m900) セッションの
適切なメニューにある [分割払] をクリックします。

6. 販売オーダを承認します。これに伴って、リンクされている分割払ラインも承認されま
す。

7. 分割払 (cisli8620m000) セッションで分割払ラインを請求に転送します。これにより、請
求可能分割払ラインが作成され、分割払が各販売オーダラインに配分されます。

8. 請求で分割払を請求します。
9. 販売オーダの倉庫管理への発行 (tdsls4246m000) セッションで販売オーダラインを倉庫

管理に発行します。販売オーダラインを倉庫管理に発行するには、前払分割払を支払う必
要があります。

10. 販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000) セッションで販売オーダライ
ンを請求に発行します。 [保証] 分割払の場合を除いて、販売オーダラインを請求に発行す
るには、配分に基づく分割払を請求する必要があります。

11. 納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで販売オーダを処理します。販売
オーダを処理するには、分割払をクローズする必要があります。

注意
 ▪ 分割払の請求、決済、および訂正は、請求で行います。
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▪ 保証分割払は分割払 (cisli8620m000) セッションで請求に転送できますが、販売オーダラ
インの納入と請求が終了した後に限ります。

▪ 販売オーダラインを修正した場合は、リンクされている請求可能分割払ラインも更新する
必要があります。ただし、請求処理が進んでいる場合は、更新することができません。決
済分割払と訂正分割払は、差異の処理に使用されます。

▪ 商品請求書に対する前払分割払請求書の決済も各オーダラインに配分されます。
▪ 商品請求書に対して分割払請求書が完全に決済されないと、その分割払がクローズした際

に、訂正分割払が生成されます。

決済例
 

税金額価格数量品目ライン 

10 %6001600I11販売オーダラ
イン

10 %4002200I22販売オーダラ
イン

[前払請求書] 分割払は、オーダ額のうちの 20% に関して作成されます (1000 × 20% = EUR 200)。
 

未払額決済合計税金額価格数量品目ライン 

220  20200   1前払い 1
(20%)

販売オーダライン 1 と 2 の両方が出荷および請求されます。
決済:
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未払額決済合計税金額価格数量品目ライン 

528132660606001600I11決済請求
書 1 (販
売オーダ
ライン
1)

35288440404002200I21決済請求
書 2 (販
売オーダ
ライン
2)

訂正例

請求可能分割払の訂正販売オーダラインの変更請求済分割払 

アクション金額連番ユーザアク
ション

金額連番金額連番

貸方-1001取消10011001

借方502変更25022002

アクション
なし

-3追加2003  

アクション
なし

-3取消2003  

借方504追加504  
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販売返品オーダ
商品を販売オーダに返品する必要がある場合、返品オーダを作成できます。返品オーダにはマイ
ナスの金額のみを指定できます。

マスタデータ
返品オーダを使用するには、次のステップを完了する必要があります。

ステップ 1: 返品オーダの販売オーダタイプを指定します。
販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションで返品オーダの販売オーダタイプを指定します。

[返品オーダ] フィールドに、次のいずれかを指定します。
 ▪ [返品在庫]

返品在庫に適用されるオーダタイプ
▪ [返品不合格品]

返品不合格品に適用されるオーダタイプ。販売オーダ上で納入済になっている商品を不合
格にする場合に適用されます。導入済ソフトウェア構成要素 (tccom0100s000) セッショ
ンの [顧客承認] チェックボックスがオンの場合にのみ、この値を選択できます。オーダタ
イプが [返品不合格品] の販売オーダは、常に自動生成されます。

ステップ 2: 倉庫オーダタイプを販売オーダタイプにリンクする
販売オーダタイプ (tdsls0594m000) セッションの [倉庫オーダタイプ] フィールドで倉庫オーダタ
イプを返品オーダタイプにリンクします。倉庫オーダタイプ (whinh0110m000) セッションの [在
庫処理タイプ] が [入庫] である倉庫オーダタイプを選択する必要があります。

ステップ 3: 活動を返品オーダタイプにリンクする
販売オーダタイプ - 活動 (tdsls0560m000) セッションで、活動をオーダタイプにリンクします。

次の必須活動が返品オーダタイプに自動的にリンクされます。
 ▪ 販売オーダの倉庫管理への発行 (tdsls4246m000)
▪ 販売納入 (tdsls4101m200)
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▪ オーダタイプが [返品在庫] タイプの返品オーダの場合は、販売オーダ/スケジュールの請
求への発行 (tdsls4247m000)

▪ 納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000)

手順

ステップ 1: 販売オーダ (tdsls4100m000)
 1. 返品オーダの販売オーダタイプで販売オーダヘッダを作成します。

2. [オリジナル伝票タイプ] を指定します。
3. [オリジナル伝票番号] を指定します。
4. 返品オーダの返品理由を [返品理由] フィールドに指定します。
5. 返品オーダとオリジナル伝票番号の間にリンクを作成した後、適切なメニューのオリジナ

ル伝票からコピーをクリックできます。セッションが開始され、ラインを返品オーダにコ
ピーできます。販売オーダに追加されるラインの数量と金額はそれぞれ、マイナスのもの
です。必要に応じて、これらのラインを変更できます。

ステップ 2: 販売オーダの倉庫管理への発行 (tdsls4246m000)
販売返品オーダを承認したら、オーダを倉庫管理に発行します。この場合、販売オーダ状況は [処
理中] で、活動状況は ｢入庫待ち｣ となります。

ステップ 3: 販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000)
倉庫により入庫手順が実行された後、販売オーダ状況は引き続き [処理中] ですが販売オーダライ
ン状況 (tdsls4534s000) セッションの活動状況は ｢販売オーダ/スケジュールの請求への発行｣ と
なります。この場合、販売オーダ/スケジュールの請求への発行 (tdsls4247m000) セッションで販
売返品オーダを請求に発行する必要があります。

ステップ 4: 納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000)
販売返品がオーダを請求したら、納入済販売オーダの処理 (tdsls4223m000) セッションで返品オー
ダを処理する必要があります。

注意
 ▪ 返品オーダにシリアル番号付品目が含まれている場合、入庫 (whinh3512m000) セッショ

ンまたは納入情報を含む販売/サービスオーダの更新 (tdpur4222m000) セッションでオー
ダの納入情報を更新するときに設置グループが自動的にその返品オーダにリンクされま
す。 
ただし、次の場合、設置グループは自動的にリンクされません。
▪ 販売 (返品) オーダライン上のシリアル番号付品目がサービス内の異なる設置グループ

にリンクされている
▪ 品目が見込品目であるか、あるいは品目がサービスのみでシリアル化されている
 必要に応じて、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションで品目を設置グループに
リンクすることも、設置グループを販売返品オーダラインにリンクすることもできます。

▪ 商品が直送オーダで返品された場合、直送手順に関連する手順が適用されます。詳細は、
次の情報を参照してください: 直送
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▪ 仕様が販売オーダラインにリンクされており、 [返品オーダ] が [返品不合格品] タイプであ
る場合、この仕様は返品オーダラインにコピーされません。
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販売における製品バリアント
販売で、構成可能品目の製品バリアントを生成できます。構成可能品目とは、品目 (tcibd0501m000)
セッションの [構成可能] チェックボックスがオンになっている品目のことです。
品目 (tcibd0501m000) セッションで [デフォルト供給ソース] が [組立] 品目および [一般] 品目に
設定されている [製造] 品目は常に構成可能です。

注意

品目 (tcibd0501m000) セッションでデフォルト供給ソースが [組立] に設定されている品目には、
次の内容が適用されます。
 ▪ 組立計画パラメータ (tiapl0500m000) セッションの [同一構成の多重販売] チェックボッ

クスがオフの場合、販売オーダラインでオーダ数量が 1 に制限されます。組立計画パラ
メータ (tiapl0500m000) セッションの [同一構成の多重販売] チェックボックスがオンの
場合のみ、オーダ数量が 1 より大きい品目を入力でき、同じ組立製品バリアントを複数販
売できます。その結果、複数の組立オーダが 1 つの販売オーダラインにリンクされます。
製品バリアントを識別するには、各種組立オーダおよび販売オーダラインが同じ仕様を持
つ必要があります。これらの品目は組立品目とも呼ばれます。詳細は、次の情報を参照し
てください: 組立の製品バリアントを多重販売するにはおよび組立品目

▪ 組立計画パラメータ (tiapl0500m000) セッションの [コンフィギュレータ] チェックボッ
クスによって、品目を製品構成で構成する必要があるか、製品バリアント - 在庫 (組立)
(tiapl3600m000) セッションで自動的に品目の製品バリアントが生成されるかが決まりま
す。

製品バリアントのリンク
品目が構成可能品目の場合は、販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションおよび販売見積ラ
イン (tdsls1501m000) セッションのライン入力時に品目を即時に構成することを選択できます。
販売オーダラインを保存した後で製品バリアントを構成するには、適切なメニューで [コンフィ
ギュレータ] をクリックして、製品コンフィギュレータ (tipcf5120m000) セッションから製品バリ
アントを構成します。
販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションおよび販売見積ライン (tdsls1501m000) セッショ
ンの [製品バリアント] フィールドに既存の製品バリアントをリンクすることも選択できます。
製品バリアントは次のように構成または選択できます。
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製品バリアントを
選択するセッショ
ン

製品バリアントの
構成

PCF パラメータで
構成

販売オーダ/見積の
品目

[デフォルト供給
ソース]

 

製品バリアント
(tipcf5501m000)

製品コンフィギュ
レータ
(tipcf5120m000)

適用なし一般[ジョブショップ]

製品バリアント -
在庫 (組立)
(tiapl3600m000)

製品コンフィギュ
レータ
(tipcf5120m000)

オン一般[組立]

製品バリアント -
在庫 (組立)
(tiapl3600m000)

適用なしオフ一般[組立]

製品バリアント -
在庫 (組立)
(tiapl3600m000)

製品コンフィギュ
レータ
(tipcf5120m000)

オン製造[組立]

製品バリアント -
在庫 (組立)
(tiapl3600m000)

適用なしオフ製造[組立]

注意

LN が Product Configuration Management コンフィギュレータに統合される場合、製品バリアン
トは、製品コンフィギュレータ (tipcf5120m000) セッションではなく、CPQ コンフィギュレータ
で構成されます。詳細は、次の情報を参照してください: CPQ コンフィギュレータの設定

製品バリアントの再使用

同じ販売オーダまたは見積の異なる販売オーダ/見積ラインは、特定の製品バリアントを複数回使
用できます。

この機能は、以下の設定が適用される場合にのみ使用できます。
 ▪ 製品構成パラメータ (tipcf0100m000) セッションの [品目コードを識別] チェックボック

スがオンになっている
▪ 販売オーダ (プロジェクト PCS) 構造の生成 (tdsls4244m000) セッションで構成した品目

のプロジェクト構造を生成するときに [販売オーダ番号と同一のプロジェクト番号] チェッ
クボックスがオンになっている

▪ 製品構成パラメータ (tipcf0100m000) セッションの [構成の再使用を許可] チェックボッ
クスがオンになっている

56 | Infor LN 販売 | 販売オーダユーザガイド

オプション処理



例

オプション特徴一般品目 

1: 赤色100: 席 X

2: 青

1: A高さ

2: B

構成が保存された後の販売オーダ/見積

選択された
オプション

バリアント記述品目位置オーダ 

--クラスルー
ム 1a

テキスト5123

色 赤、高さ
A

10席 X10010

色 赤、高さ
B

11席 X10015

--クラスルー
ム 1b

テキスト20

色 赤、高さ
A

10席 X10025

色 赤、高さ
B

11席 X10030

販売オーダ (プロジェクト PCS) 構造の生成 (tdsls4244m000) セッションでプロジェクト構造が生
成された後の販売オーダ/見積
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選択されたオプ
ション

バリアント記述品目位置オーダ 

--クラスルーム
1a

テキスト5 

色 赤、高さ A10席 X、色 赤、
高さ A

100-1-A10123

色 赤、高さ B11席 X、色 赤、
高さ B

100-1-B15

--クラスルーム
1b

テキスト20

色 赤、高さ A10席 X、色 赤、
高さ A

100-1-A25

色 赤、高さ B11席 X、色 赤、
高さ B

100-1-B30

上記の例で適用されたチェック
 ▪ オーダライン 15 が構成された後に、同じ品目がライン 10 で検出されます。位置 10

(123/100-1-A) の新しい品目コードとライン 15 (123/100-1-B) の品目コードは異なりま
す。そのため、オーダライン 15 は承認されます。

▪ オーダライン 25 が構成された後に、同じオプションの同じ品目がライン 10 で検出され
ます。位置 10 の新しい品目コードとライン 25 の品目コードは同じで、123/100-1-A で
す。 [構成の再使用を許可] チェックボックスがオンの場合のみオーダライン 25 が承認さ
れます。

位置 10 と 25 の品目コードは同じです。品目 (tcibd0501m000) セッションで、品目 123/100-1-A
の [製品バリアント] は 10 になっています。

重要
一般品目 - データ生成の設定 (tipcf3101m000) セッションは予測結果に影響します。
 ▪ この例では、このセッションの設定が使用されています。選択されたオプションは生成さ

れた品目コードの一部になっています。別のオプションを選択する場合、異なるカスタマ
イズ品目コードが生成されます。

▪ 一般品目 - データ生成の設定 (tipcf3101m000) セッションでデータ生成の設定が指定され
ていない場合、カスタマイズ品目コードはオーダ番号 – 品目コードに基づいており、
123-100 となります。この場合、位置 15 にエラーメッセージが表示されます。カスタマ
イズ品目コードは位置 10 と同じですが、オプションは異なります。
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販売オーダラインおよび販売見積ラインの更新

既存の製品バリアントを販売オーダ/見積ラインに挿入すると、販売オーダ/見積ラインで次のフィー
ルドが更新されます。

[デフォルト供給ソース] が [組立] に設定され、
組立計画 (APL) で製品バリアントにリンクされ
た有効化コードを持つ品目の場合

[有効化コード]

[デフォルト供給ソース] が [組立] に設定されて
いる [製造] 品目の場合のみ

[倉庫]

[デフォルト供給ソース] が [組立] に設定されて
いる [一般] 品目の場合のみ

[ワークセンタ]

-[販売価格]

リンクされた組立オーダが連続する場合に更新
されます。この番号がないと、販売オーダを倉
庫管理に発行できません。

[シリアル番号]

次のいずれかの作業を行うと更新されます。[標準原価]
▪ 製品バリアント (組立) (tiapl3500m000)

セッションで、 [計算] をクリックします。
▪ 組立オーダを維持します。

注意

[デフォルト供給ソース] が [組立] に設定された [製造] 品目で、組立計画パラメータ (tiapl0500m000)
セッションの [同一構成の多重販売] チェックボックスがオンになっている場合、複数の組立オー
ダを 1 つの販売オーダラインにリンクすることができます。これは販売オーダラインをシリアル
番号で更新できないことを意味します。そのため、倉庫管理によりロットとシリアルセットにシ
リアル番号が入力されます。これを表示するには販売オーダ実際納入ライン (tdsls4106m000) セッ
ションで [ロットとシリアルセット] ボタンをクリックします。このセットを使用して、複数のシ
リアル番号が納入ラインにリンクされます。

製品バリアントの更新

販売オーダ/見積ラインで [計画済納期] または [オーダ日付] / [見積日付] を変更すると、リンクさ
れた製品バリアントで次のフィールドが更新されます。

更新の制限事項製品バリアントの更新される
フィールド

販売オーダ/見積ラインの変更さ
れるフィールド
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なし[要求オフライン日][計画済納期]

[計画オフライン日][計画済納期] ▪ 製品バリアントの状況が
[オープン] である

▪ 組立オーダが存在しませ
ん。

[製品構成日][計画済納期] ▪ 製品バリアントの状況が
[オープン] である

▪ 組立オーダが存在しませ
ん。

▪ 販売パラメータ
(tdsls0100s000) セッショ
ンで [構成日 (PCS)]  が [納
期] に設定されている

▪ 製品バリアントが製品構成
によって構成されていない

[製品構成日][オーダ日付] / [見積日付] ▪ 製品バリアントの状況が
[オープン] である

▪ 組立オーダが存在しませ
ん。

▪ 販売パラメータ
(tdsls0100s000) セッショ
ンで [構成日 (PCS)]  が
[オーダ日付] に設定されて
いる

▪ 製品バリアントが製品構成
によって構成されていない

注意

[デフォルト供給ソース]   [組立] に設定されている [製造] 品目で、組立計画パラメータ
(tiapl0500m000) セッションの [同一構成の多重販売] チェックボックスがオンになっている場合、
複数の組立オーダを 1 つの販売オーダラインにリンクすることができます。そのため、販売オー
ダラインに複数の計画納期を適用できます。その結果、日付の変更は製品バリアントに更新でき
ません。

製品バリアントのリンクの解除
販売オーダ/見積ラインでは、製品バリアントのリンクを解除できます。
リンクを解除しても製品バリアントは削除されず、製品バリアント上および組立オーダ上 (該当す
る場合) の販売オーダまたは見積への参照のみが削除されます。製品バリアント (組立)
(tiapl3500m000) セッションと製品バリアント (tipcf5501m000) セッションでは、 [参照タイプ]
が、 [販売オーダ] 、 [販売見積] 、または [標準バリアント] のままになります。
リンクが解除された製品バリアントは、別の販売オーダ/見積で再使用できます。
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注意

[デフォルト供給ソース] が [組立] に設定されている品目には、次の内容が適用されます。
 ▪ 組立計画パラメータ (tiapl0100s000) セッションの [売残り製品バリアントの組立オーダ

を使用] チェックボックスにより、製品バリアントのリンクをいつ解除可能かが決まりま
す。

▪ [製造] 品目が倉庫検査時に不合格になった場合、製品バリアントの状況が [取消済] に変わ
ります。その後、リンクされている販売オーダラインを取り消したり、販売オーダライン
から製品バリアントを削除したりすることができます。必要な場合は、別の製品バリアン
トをリンクできます。

ATP/CTP の処理
有効在庫機能は、確約可能在庫 (CTP) と呼ばれる、より広範なオーダ確約技術の一部です。
計画品目の有効在庫/確約可能在庫は、品目 - 計画 (cprpd1100m000) セッションで定義した有効
在庫/確約可能在庫範囲時にチェックできます。品目 - 計画 (cprpd1100m000) セッションで計画
品目を指定する前に、品目 - オーダ処理 (tcibd2100m000) セッションの [オーダシステム] フィー
ルドを [計画] に設定しておく必要があります。

販売オーダの入力時に品目の有効在庫/確約可能在庫をチェックするには:
 1. 計画パラメータ (cprpd0100m000) セッションの [販売の確約可能在庫チェック] チェック

ボックスをオンにします。このチェックボックスがオンの場合、品目の販売オーダを閉じ
るときに、確約可能在庫 (CTP) チェックが実行されます。このチェックボックスがオフの
場合、 品目 - 計画 (cprpd1100m000) セッションの確約可能在庫関連のパラメータの値に
関係なく、確約可能在庫チェックは行われません。

2. 品目 - 計画 (cprpd1100m000) セッションで、適用する必要がある有効在庫チェックおよ
び確約可能在庫チェックのタイプを指定し、チェックの設定を指定します。

フリーの実効在庫 (ATP) と、重要な構成要素と能力 (CTP) を加えてもオーダを履行するには不十
分な場合、不足を処理するためのさまざまな可能性が提示されます。販売オーダの不足を処理す
る方法の 1 つとして、納入スケジュールの提案があります。納入スケジュールは有効在庫処理
(cprrp4800m000) セッションで指定できます。
有効在庫処理 (cprrp4800m000) セッションを使用して、オフラインの有効在庫/確約可能在庫
チェックを実行することもできます。たとえば、複数のオーダを書込みフォームに集め、有効在
庫処理 (cprrp4800m000) セッションを使用して有効在庫/確約可能在庫チェックを実行できます。
詳細は、次の情報を参照してください: 有効在庫と確約可能在庫チェックのタイプ

販売オーダのグローバル貿易コンプライアンス
導入済ソフトウェア構成要素 (tccom0100s000) セッションの [グローバル貿易コンプライアンス]
チェックボックスおよびグローバル貿易コンプライアンスパラメータ (tcgtc0100m000) セッショ
ンの [輸出コンプライアンス] チェックボックスがオンの場合、輸出コンプライアンスが適用され
る品目の情報が設定できます。
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品目がグローバル貿易コンプライアンスの対象となる場合、内部チェックが実行され、輸出コン
プライアンス情報が有効であり、必要なライセンスが利用可能であることが確認されます。これ
は、販売オーダライン入力、契約成果物の有効化、出荷凍結、または確認において行われます。
輸出コンプライアンスについて販売オーダラインのチェックが終わると、成功および失敗データ
が記録されます。輸出コンプライアンスチェックが失敗した場合、販売オーダラインはブロック
されます。
輸出コンプライアンスチェックの伝票の実行を可能にするには、伝票例外を指定します。たとえ
ば、例外は取引先、国、および伝票タイプ別に指定できます。

販売オーダライン
販売オーダラインが販売オーダ - ライン(tdsls4100m900) セッションで指定されると、以下の条
件が該当する場合に輸出コンプライアンスチェックが実行されます。
 ▪ グローバル貿易コンプライアンスパラメータ (tcgtc0100m000) セッションの [輸出コンプ

ライアンス] タブで [内部チェック] チェックボックスがオンになっている
▪ オーダタイプが在庫返品、遡及請求、または委託請求で使用されていない
▪ 倉庫が指定されている
▪ オーダ数量またはオーダ金額がゼロよりも大きい
▪ 品目 (tcibd0501m000) セッションで該当品目の [貿易コンプライアンスの遵守] チェック

ボックスがオンになっている
▪ 出荷先住所の国が出荷元住所の国と異なる

これらの条件が該当し、輸出伝票例外 (tcgtc0130m000) セッションで例外が見つからない場合、
販売オーダラインに対して内部コンプライアンスチェックが実行されます。この内部チェックで
は、輸出ライセンス (tcgtc0120m000) セッションで輸出ライセンスが利用可能かつ有効であるか
どうか、および品目輸出コンプライアンスデータ (tcgtc0110m000) セッションで輸出コンプライ
アンスデータが利用可能かつ品目と出荷先の組合わせに有効であるかどうかがアプリケーション
によって検証されます。
輸出ライセンス (tcgtc0120m000) セッションで輸出ライセンスの [制限数量の適用] チェックボッ
クスまたは [制限価額の適用] チェックボックスがオンの場合、数量および価額の制限が確認され
ます。このため、棚卸単位における販売オーダラインのオーダ数量、およびオーダ通貨における
正味オーダライン金額を使用します。出荷確認時に、輸出ライセンス消費が輸出ライセンス消費
(tcgtc1520m000) セッションで記録されます。

注意

グローバル貿易コンプライアンスが販売オーダラインの品目に適用される場合、そのラインの [貿
易コンプライアンスの遵守] チェックボックスがオンになります。

構成要素
販売オーダライン (tdsls4101m000) セッションの [構成要素処理] フィールドが [販売部品表] また
は [構成要素ライン] に設定されている場合、構成要素が販売オーダラインにリンクします。輸出
コンプライアンスチェックは、出荷された構成要素に対してのみ行われ、主品目に対しては行わ
れません。したがって、コンプライアンスチェック結果は構成要素ラインによって記録されます。
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これらのラインは、以下のように構成要素がコンプライアンスチェックに失敗するとブロックさ
れます。
 ▪ [販売部品表]

オーダラインがブロックされます。いくつかの構成要素がチェックに失敗する場合があり
ますが、ブロック販売オーダ (ライン) (tdsls4520m000) セッションで生成される販売オー
ダラインのブロック記録は 1 つだけです。構成要素ラインのすべての失敗結果が削除され
るまで、オーダラインのブロックは解除できません。

▪ [構成要素ライン]
販売オーダライン構成要素 (tdsls4163m000) セッションでは、オーダラインではなく、
オーダ構成要素ラインがブロックされます。

輸出コンプライアンスチェック
このコンプライアンスチェックは、成功または失敗となり、伝票のコンプライアンスチェック結
果 (tcgtc1510m000) セッションで確認できます。
成功の場合、販売オーダ (構成要素) ラインが保存され、オーダ手順が開始できるようになります。
コンプライアンスチェック結果は自動的に承認されます。
失敗の場合、ラインが保存され、ブロックに設定されます。したがって、ラインでは [ブロック]
チェックボックスがオンになり、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [事前定義
保留理由 - 輸出コンプライアンスチェック] フィールドから取得された [保留理由] とともにライン
がブロック販売オーダ (ライン) (tdsls4520m000) に表示されます。
保留理由が [コンプライアンスチェック] になっている場合、ブロック販売オーダ (ライン)
(tdsls4520m000) セッションは使用できません。ラインのブロックを解除するには、必要なデー
タを更新し、輸出コンプライアンスチェックを再度実行するか、権限を持つ人が伝票のコンプラ
イアンスチェック結果 (tcgtc1510m000) またはコンプライアンスチェック結果の上書きワークベ
ンチ (tcgtc1610m100) セッションを使用してマニュアルで輸出ブロックを上書きすることができ
ます。

注意

いくつかの販売セッションの適切なメニューでは、以下のコマンドが使用できます。
 ▪ [輸出コンプライアンス情報] は、伝票のグローバル貿易コンプライアンス情報

(tcgtc1100m000) セッションの販売伝票についてグローバル貿易情報を表示およびメンテ
ナンスします。

▪ [輸出コンプライアンスのチェック] は、輸出コンプライアンスチェックを強制的に実行し
ます。

販売オーダのブロック
販売では、販売オーダまたは販売オーダ (構成要素) ラインをブロックできます。

ブロックは次のような理由で発生します。
 ▪ 未決済オーダ残高が顧客の与信限度額を超えた
▪ 取引先への請求が支払期限超過請求書である
▪ 取引先への請求が要注意顧客である
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▪ 経験の乏しいオペレータが販売オーダを入力した
▪ 取引先への請求の信用再審査が超過している
▪ 販売オーダの郵便番号が無効または要注意である
▪ いずれかのオーダラインの販売マージンを超えている
▪ オーダの総マージンが超過している
▪ 販売オーダを電子データ交換 (EDI) から受信した
▪ 販売オーダが輸出コンプライアンスチェックに失敗した
▪ ユーザ定義の一般理由

ブロックは、ある特定の時点における、おおよその状況を示すものです。オーダ入力時に顧客の
請求書の支払期限が切れていても、指定された納期までに支払われている場合があります。

設定と手順

ステップ 1: 保留理由 (tdsls0190m000)
販売オーダまたは販売オーダ (構成要素) ラインをブロックする理由と理由の分類を保留理由
(tdsls0190m000) セッションで指定します。

ステップ 2: 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)
オーダをブロックするタイミングとブロックする理由を指定します。これらのいずれかの理由の
ためにオーダをブロックする必要がある場合、オーダは生成時に自動的にブロックされます。

ステップ 3: 販売オーダタイプ (tdsls0594m000)
[活動時点でブロック] フィールドで手順を中断するステップを指定します。オーダ (構成要素) ラ
インをブロックする場合、このオーダ手順は部分的にのみ実行できます。このセッションでブロッ
クステップを指定しない場合、オーダ手順は中断されません。

販売オーダと販売オーダ (構成要素) ラインは次のセッションでもマニュアルでブロックできます。
 ▪ 販売オーダ (tdsls4100m900)
▪ 販売オーダ (tdsls4100m000)
▪ 販売オーダライン (tdsls4101m000)
▪ 販売オーダライン構成要素 (tdsls4163m000)

ステップ 4: ブロック販売オーダ (ライン) (tdsls4520m000)
ブロックオーダおよびブロックオーダ (構成要素) ラインは、ブロック販売オーダ (ライン)
(tdsls4520m000) セッションでマニュアルで発行する必要があります。

販売ユーザプロファイル (tdsls0139m000) セッションでは、オーダに設定された保留のタイプに
基づいて、オーダのブロック解除権限をユーザに与えるかどうかを指定できます。ユーザが次の
作業を行うことができるかどうかを指定できます。
 ▪ [信用保留オーダ発行可]
▪ [マージン保留オーダ発行可]
▪ [販促チェック保留オーダ発行可]
▪ [一般保留オーダ発行可]
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オーダ (構成要素) ラインの発行方法は 2 つあります。
 ▪ [予備発行]

信用チェックのためにオーダ (構成要素) ラインがブロックされたときに発行のソートタイ
プを選択すると、その理由による基準が引き続き販売オーダまたはオーダ (構成要素) ライ
ンに当てはまる場合、オーダは次のフェーズで再度ブロックされます。オーダが別の理由
でブロックされた場合、このオプションを使用してのみオーダを発行できます。

▪ [確定発行]
販売オーダ (構成要素) ラインが確定発行済の場合、オーダ (構成要素) ラインが発行され、
同じ理由で再度ブロックされることはありません。

注意
 ▪ オーダ入力時に、複数の理由で販売オーダ (構成要素) ラインをブロックできます。ただ

し、信用チェックのためにオーダがブロックされる場合、信用評価 (tcmcs0564m000)
セッションで、さまざまなフェーズでオーダをブロックするように指定できます。この場
合、発行の確定タイプおよび予備タイプの差異は、信用チェックにのみ適用されます。他
のブロック理由の場合、発行のこれらのタイプは同じ結果になります。

▪ 輸出コンプライアンスチェックに失敗したため、ブロックされた販売オーダ (構成要素) ラ
インをブロック販売オーダ (ライン) (tdsls4520m000) セッションで発行できません。伝票
のコンプライアンスチェック結果 (tcgtc1510m000) セッションまたはコンプライアンス
チェック結果の上書きワークベンチ (tcgtc1610m100) セッションを使用して、マニュア
ルでエラーを上書きし、ラインをブロック解除することができます。

▪ ブロック販売オーダ (ライン) (tdsls4520m000) セッションでは、ブロックされているすべ
てのオーダを表示できるほか、特定の範囲のオーダを選択して表示できます。ブロック
オーダ (ライン) の範囲の選択基準は、ブロック販売オーダ (ライン) の選択 (tdsls4220m000)
セッションで指定します。

▪ ブロック販売オーダ (ライン) の出力 (tdsls4420m000) セッションを使用して、特定の範
囲のブロックオーダ (ライン) を出力します。発行販売オーダ (ライン) の出力
(tdsls0492m000) セッションを使用して、特定の範囲の発行済オーダ (ライン) を出力しま
す。

▪ ブロック販売オーダ (ライン) 履歴 (tdsls0592m000) セッションでは、これまでにブロッ
クまたは発行された販売オーダおよび販売オーダ (構成要素) ラインの情報が表示されま
す。

信用評価
販売オーダが継続するかどうかは、取引先の信用チェックにより決まります。

次の場合、請求先取引先の信用評価を変更するかどうかを確認されます。
 ▪ [保留理由分類] は、保留理由 (tdsls0190m000) セッションの [信用チェック] です。
▪ 請求先取引先の信用評価が、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [事前

定義信用評価コード] と異なる
▪ 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションで、 [顧客信用評価の変更] フィールド

が [対話式] に設定されている

注意

[保留理由分類] が [信用チェック] で、オーダ (ライン) が [確定発行済] の場合、発行金額 (販売オー
ダの正味額合計) はブロック履歴レコードに記録されます。
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マージン管理
販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [マージン管理] チェックボックスがオンの
場合、オーダラインまたは見積ラインの品目の販売価格が目標価格と大きく異なっていないかど
うかがチェックされます。
マージン管理パラメータ (tdsls0120m000) セッションで、実行するアクション (ブロック、シグ
ナル、またはログ) を決定できます。目標価格は、販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッ
ションの [マージン管理の目標価格] フィールドで指定します。

注意

マージン管理については、目標価格からの許容偏差を品目 - 販売 (tdisa0501m000) セッションの
上限マージンと下限マージンで指定できます。

オーダ優先順位 (シミュレーション)
オーダ優先順位シミュレーションを使用して、オーダに在庫を割り当てる優先順位を計算できま
す。たとえば、在庫が不十分な場合に、優先順位シミュレーションを使用し、オーダ納入優先順
位に従って販売オーダをソートできます。

販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [オーダ優先方法] フィールドに、オーダ優
先順位の決定に使用する方法を指定できます。
 ▪ [シミュレーション]

シミュレート済オーダ優先順位は、シミュレーションコードで定義されます。シミュレー
ションコードには、ソート順序とソートモードが含まれます。コードごとに 6 つのフィー
ルドを選択して、販売オーダをソートできます。販売オーダラインからデフォルトのフィー
ルドが取得されますが、販売オーダと取引先のフィールドも使用できます。

▪ [納期]
オーダ優先順位は計画納期によって決定され、シミュレーションは使用されません。

例

シミュレーションコード AA には、次のソート順序が含まれます。
 ▪ 1 = 計画入庫日
▪ 2 = 販売先取引先

優先順位シミュレーション (tdsls4124s000) セッションの [ソートモード] フィールドで両方のソー
ト順序について ｢昇順｣ が設定されている場合、もっとも古い計画入庫日の販売オーダが最初に納
入されます。同じ計画入庫日のオーダが存在する場合、アルファベット順で最初に表示される販
売先取引先の販売オーダから順に実行されます。

オーダ優先順位の指定と使用 (シミュレーション)

次のステップを実行します。
 1. 優先順位シミュレーションコードは、優先順位シミュレーション (tdsls4524m000) セッ

ションで指定します。
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2. 販売オーダの納入優先順位は販売オーダ優先順位シミュレーションの生成 (tdsls4229s000)
セッションで生成します。

3. 販売オーダ優先順位 ‐ シミュレーション (tdsls4126m000) セッションで、シミュレー
ションコードと品目の組合せによって販売オーダの優先順位シミュレーションを変更でき
ます。

4. 販売オーダ優先順位シミュレーションの処理/削除(tdsls4226s000) セッションでシミュ
レート済オーダ優先順位を実際の販売オーダに処理します。生成されたシミュレーション
を削除することもできます。

5. オプションで、販売オーダ優先順位 (tdsls4129m000)販売オーダ優先順位 セッションで
実際納入のオーダ優先順位を変更します。

コピーテンプレート
販売オーダ (ライン) をコピーするときは、コピーテンプレートを使用できます。コピーテンプレー
トは、どのようにオーダ (ライン) データをコピーし、コピー例外の標準セットを含めるかを指定
します。

コピーテンプレートは以下を実行するときに使用できます。
 ▪ 販売オーダのコピー (tdsls4201s000) セッションで既存のオーダをターゲットオーダにコ

ピーする
▪ 既存の販売オーダラインをターゲットオーダラインにコピーする
▪ 返品オーダ処理でオリジナル伝票の販売オーダラインをターゲットオーダラインにコピー

する
コピー例外は、販売オーダヘッダまたは販売オーダラインのフィールドです。コピー例外として
指定されていないフィールドは、ソースオーダ (ライン) からターゲットオーダ (ライン) に自動的
にコピーされます。

販売オーダヘッダ
販売オーダヘッダフィールドの場合は、次のコピーアクションを指定します。
 ▪ [プロンプト]

選択されたフィールドは、販売オーダのコピー - プロンプト (tdsls4201s100) セッション
でマニュアルで指定できます。デフォルト値は、ソースオーダから取得されます。

▪ [デフォルト取得]
標準デフォルトロジックに基づいてデフォルト値が取得されます。

▪ [コピー元...]
日付フィールドの場合のみ。ターゲット販売オーダにコピーする必要がある日付を選択し
ます。

販売オーダライン
販売オーダラインフィールドの場合は、次のコピーアクションを指定します。
 ▪ [デフォルト取得]

デフォルト値が取得されます。
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▪ [コピー元...]
[オーダ数量] フィールドの場合のみ。ターゲット販売オーダラインにコピーする必要があ
る数量を選択します。

コピーテンプレートの使用
次のステップを実行します。

ステップ 1: 販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)
販売オーダパラメータ (tdsls0100s400) セッションの [コピーテンプレートのプロンプト] チェッ
クボックスをオンにする。

ステップ 2: 販売オーダコピーテンプレート - 例外 (tdsls4690m000)

販売オーダコピーテンプレート - 例外 (tdsls4690m000) セッションで次の作業を行います。
 1. テンプレートヘッダを指定します。コピーテンプレートのテンプレートコードと有効期間

を指定します。
2. テンプレートヘッダを指定した後に、 [保存] をクリックします。複数の販売オーダヘッダ

および販売オーダラインのコピー例外が自動的にリンクされます。
3. [ヘッダ例外] タブで、ヘッダ例外 (tdsls4191m000) セッションを参照するコピー例外を指

定します。
4. [ライン例外] タブで、ライン例外 (tdsls4192m000) セッションを参照するコピー例外を指

定します。

ステップ 3: 販売ユーザプロファイル (tdsls0139m000)/ 販売オーダパラメータ
(tdsls0100s400)
販売ユーザプロファイル (tdsls0139m000) セッションおよび販売オーダパラメータ (tdsls0100s400)
セッションの [販売オーダのコピーテンプレート] フィールドおよび [販売返品オーダのコピーテン
プレート] フィールドで、販売オーダと返品オーダ用のデフォルトのコピーテンプレートをリンク
します。

ステップ 4: 販売オーダのコピー (tdsls4201s000)
販売オーダのコピー (tdsls4201s000) セッションで、 [コピーテンプレート] を指定します。

ステップ 5: 販売オーダのコピー - プロンプト (tdsls4201s100)
販売オーダのコピー (tdsls4201s000) セッションで [コピー] をクリックした後に、リンクされた
コピー例外の [コピーアクション] として [コピー] を持つコピーテンプレートを使用すると、販売
オーダのコピー - プロンプト (tdsls4201s100) セッションが自動的に開始されます。販売オーダの
コピー - プロンプト (tdsls4201s100) セッションは、ターゲット販売オーダが新しい販売オーダの
場合のみ開始されます。既存のターゲット販売オーダにコピーした場合は、プロンプトは表示さ
れません。
フィールドに指定した値に注意してください。 [コピー] をクリックするまでコピーチェックは実
行されません。
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重要

販売オーダおよび販売オーダラインは、コピーテンプレートを使用しなくても、販売オーダのコ
ピー (tdsls4201s000) セッションでもコピーすることができます。この場合、コピーするオーダ
データに基づいて、標準的なコピー例外が使用されます。これらは、ヘッダを指定して保存する
ときにテンプレートヘッダにリンクされるデフォルトコピー例外です。ステップ 2 も参照してく
ださい。

注意

コピー例外とコピーアクションを持つ販売オーダコピーテンプレートは、販売オーダコピーテン
プレートの出力 (tdsls4490m000) セッションで出力できます。

請求へ発行後の販売データの変更
販売請求データは、販売データを請求に発行した後で更新できる場合があります。

請求状況に応じて、次のデータを変更できます。
 ▪ 納入後の価格および値引の変更 (tdsls4122m000) セッションおよび販売請求書ラインの

価格および値引の変更 (tdsls4132m000) セッションの販売オーダデータ
▪ 販売オーダ分割払 (tdsls4110m000) セッションの分割払データ
▪ リベート (tdcms2550m000) セッションのリベートデータ

販売請求データが変更されると、自動的に次のデータが更新されます。
 ▪ 請求の請求データ。この結果、販売請求書の状況は、 [確認済] になります。
▪ 取引先オーダ残高

販売オーダデータの変更
請求に発行された販売オーダラインで、販売請求書の状況が [確認済] または [保留] の場合は、次
のセッションを使用して価格と値引を変更できます。
 ▪ 納入後の価格および値引の変更 (tdsls4122m000)

[オーダライン] タイプの販売オーダライン (合計ラインとしても知られる) の場合
▪ 販売請求書ラインの価格および値引の変更 (tdsls4132m000)

[オーダ/納入ライン] タイプおよび [バックオーダ] タイプの販売オーダラインの場合
販売請求書の状況は、販売オーダラインモニタ (tdsls4510m100) セッションおよび販売オーダ実
際納入ライン (tdsls4106m000) セッションに表示される [納入後に価格変更可能] チェックボック
スに関連しています。このチェックボックスの詳細は、次の表を参照してください。
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販売請求書の状況納入後に使用可能な価格変更活動 

適用なしなし販売で販売オーダラインを入力
する

適用なしあり倉庫管理で出荷を確認するか、
販売で納入をメンテナンスする

確認済あり販売で請求に発行する

確認あり販売で販売 (請求) データを変更
する

構成済なし請求で請求を構成する

保留あり請求で請求を分解する

確認あり販売で販売 (請求) データを変更
する

構成済なし請求で請求を構成する

転記済なし請求で請求を出力および転記す
る

納入後の価格および値引の変更 (tdsls4122m000) セッションおよび販売請求書ラインの価格およ
び値引の変更 (tdsls4132m000) セッションでは次のフィールドを変更できます。
 ▪ [価格]
▪ [値引 %] / [ライン値引]
▪ [値引額]
▪ [値引コード]
▪ [金額]

分割払データの変更
販売オーダ分割払 (tdsls4110m000) セッションを使用すれば、請求に発行された分割払で、請求
書の状況が [確認済] または [保留] のデータを変更できます。

販売オーダ分割払 (tdsls4110m000) セッションでは、次のフィールドを変更できます。
 ▪ [記述]
▪ [金額]
▪ [割合]
▪ [支払条件]
▪ [延滞金利]
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▪ [支払方法]

注意

請求書が請求で構成されると、決済された分割払ラインに連番が保存されます。請求書が出力さ
れると、分割払ラインに請求書番号が保存されます。この番号は商品の請求番号になります。

リベートデータの変更
リベート (tdcms2550m000) セッションを使用すれば、請求に発行されたリベートで、請求書の
状況が [確認済] または [保留] のデータを変更できます。
[リベート金額] フィールドを変更すると、リベート (tdcms2550m000) セッションで [リベート %]
フィールドと [増大率 %]  フィールドが自動的にゼロに変更されます。

注意

請求書データは、請求に発行する前にチェックすることもできます。この場合、更新を実行する
際に請求の請求書の状況に制限されることはありません。

請求に発行する前に請求書データをチェックするには、次のドラフト請求書を出力します。
 ▪ 販売ドラフト請求書の出力 (tdsls4447m000) セッションで販売 (分割払) オーダのドラフ

ト請求書を出力します。
▪ リベートのドラフト請求書の出力 (tdcms2401m000) セッションの設定は次のとおりで

す。
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構成要素
キットの一部として他の品目と組み合わせて請求される販売品目

適切なメニュー
コマンドは、 [表示] 、 [参照] 、および [アクション] メニューに分散されているか、ボタンとして
表示されます。旧リリースの LN および Web UI では、これらのコマンドは [特定] メニューに配置
されます。

請求バッチ
請求処理を行うオーダタイプとオーダを指定します。請求バッチを実行すると、請求データが選
択され、その請求バッチで指定したオーダタイプとオーダに関する請求書が生成されます。

定期請求バッチ
定期処理用に設定された、1 つまたは複数の請求バッチのセット。定期請求バッチの処理を実行す
ると、請求バッチに従った請求データが選択されます。

販売価格
品目が販売される価格

活動
購買/販売オーダタイプについて実行しなくてはならない手順。活動は、購買/販売オーダタイプに
ついて実行しなくてはならないセッションまたはマニュアルアクションを意味します。

分割払
請求の支払を一定期間にわたって分割するために使用される、インクリメンタルな支払方法。分
割払によって、オーダされた商品が実際に納入される前または後に、販売オーダの請求書を送る
ことができます。

リベート
販売オーダのクローズに対する値引の一種として販売先取引先に支払われる金額
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確約可能在庫
特定の日付で顧客に確約できる品目の数量を決定するために使用する技術の組合せ

確約可能在庫 (CTP) は、標準的な有効在庫 (ATP) の拡張機能を持っています。確約可能在庫は、
品目の有効在庫が不十分な場合に当初計画より増産する可能性も考慮する点で、有効在庫より高
度な機能を備えています。

標準的な有効在庫機能のほかに、確約可能在庫には次の機能があります。
 ▪ チャネル有効在庫: ある販売チャネルでの制約された調達可能性
▪ 製品ファミリ確約可能在庫: 品目レベルではなく製品ファミリレベルでの調達可能性に基

づいた確約可能オーダ
▪ 構成確約可能在庫: ある品目の追加生産に使用できる構成要素が十分にあるかどうかを

チェックします。
▪ 確約可能在庫能力: ある品目の追加生産に使用できる生産能力が十分にあるかどうかを

チェックします。
略字: 確約可能在庫

確約可能在庫
次を参照してください: 確約可能在庫 (ページ 74)

有効在庫範囲または確約可能在庫範囲
有効在庫チェックと確約可能在庫チェックの実行期限

有効在庫範囲は、有効在庫チェックと確約可能在庫チェックを実行できる作業日数として表され
ます。有効在庫範囲または確約可能在庫範囲を超えると、有効在庫チェックまたは確約可能在庫
チェックは行われず、すべての顧客オーダが受け付けられます。

仕様
たとえば、品目が引き当てられている取引先や所有権詳細など、品目関連データの集合

この仕様を使用して、供給と需要を一致させます。

仕様は、次のうちの 1 つまたは複数に属すことができます。
 ▪ 購買オーダまたは製造オーダなど、一定数量の品目の予測される供給
▪ 倉庫に保存されている特定数量の品目
▪ たとえば、販売オーダなど、特定数量の品目の所要量

仕様
たとえば品目が割り当てられている取引先や所有権の詳細など、品目関連データの集まり

仕様を使用して、供給と需要を突き合せます。

仕様は、次の 1 つまたは複数に属することができます。
 ▪ 販売オーダや製造オーダなど、品目の数量に対する供給予定
▪ 扱い単位に収容される品目の特定の数量
▪ 販売オーダなど、品目の特定の数量に対する要件

74 | Infor LN 販売 | 販売オーダユーザガイド

用語集



計画品目
オーダシステムが [計画] の品目

これらの品目の製造、物流、または購買は、需要予測または実際需要に基づいて企業計画で計画
されます。

次の方法によって、品目を計画できます。
 ▪ マスタ準拠計画。基準生産計画手法と同じです。
▪ オーダ準拠計画。資材所要量計画手法と同じです。
▪ マスタ準拠計画とオーダ準拠計画の組合せ

計画品目は次のいずれかです。
 ▪ 実際の製造品目または購買品目
▪ 製品ファミリ
▪ 基本モデル (一般品目の定義済製品バリアント)

類似の計画品目またはファミリのグループは製品ファミリと呼ばれます。個々の品目に対する計
画よりも汎用的な計画にするために、品目が統合されます。品目コードのクラスタセグメントに
よって表示されるコードで、計画品目が配分計画に使用されるクラスタ品目であることが示され
ます。

販売オーダライン
販売オーダは、特定の条件にしたがって顧客に納入される品目を含みます。販売オーダのライン
は、オーダされる品目、および関連する価格合意や納期の記録に使用されます。

一般品目
複数の製品バリアントに存在する品目。一般品目に対して製造活動を実行する前に、品目を設定
して、必要な製品バリアントを決定する必要があります。

例
一般品目: 電気ドリル

オプション:
 ▪ 3 つの電源 (バッテリー、12 V または 220 V)
▪ 2 色 (青、グレー)

合計 6 つの製品バリアントをこれらのオプションで製造できます。

利用性タイプ
資源が利用可能であるアクティビティのタイプを表すコード。利用性タイプにより、単一のカレ
ンダーに複数の作業時間セットを定義できます。

たとえば、製造には月曜日から金曜日まで利用可能で、サービスアクティビティには土曜日が利
用可能であるワークセンタの場合、製造に 1 つとサービスアクティビティに 1 つの合計 2 つの利
用性タイプを定義し、そのワークセンタのカレンダーにこの 2 つの利用性タイプをリンクさせる
ことができます。
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シリアル番号付品目
一意の永続シリアル番号が割り当てられた標準品目の実体。この番号により、個別の品目をライ
フタイム全般 (設計、製造、テスト、導入、メンテナンスなどの各フェーズ) にわたって追跡する
ことができます。シリアル番号付品目には、他のシリアル番号付部品が含まれていることがあり
ます。

シリアル番号付品目の例としては、自動車 (車両識別番号)、航空機 (尾翼の機体番号)、パソコンな
どの電子機器 (シリアル番号) などが挙げられます。

倉庫手順
倉庫オーダと扱い単位を処理する手順。倉庫手順はさまざまなステップで構成されています。活
動とも呼ばれるこれらのステップでは、入庫、保管、検査、出庫などを行うために倉庫オーダや
扱い単位を取得する必要があります。倉庫手順は倉庫オーダタイプにリンクされているため、倉
庫オーダに割り当てられます。

輸送オーダ
特定の数の商品を輸送するための命令。輸送オーダは、1 つのオーダヘッダと 1 つまたは複数の
オーダラインから構成されます。

輸送オーダヘッダには、輸送オーダにリストされている商品の納期、およびこの商品を受領する
顧客の名前と住所など、一般情報が含まれます。
輸送オーダラインには、輸送する品目の他に、この品目に関する明細 (数量や寸法など) が含まれ
ます。

販売オーダ
特定の条件にしたがって取引先に品目またはサービスを販売するために使用される合意。販売オー
ダは、1 つのヘッダおよび 1 つ以上のオーダラインから成ります。

取引先データ、支払条件、受渡条件などの一般オーダデータは、ヘッダに保存されます。価格合
意や納期など、発注される実際の品目についてのデータは、オーダラインに入力されます。

計画済倉庫オーダ
販売で作成されるオーダであり、ほとんどのスケジュール関連処理の基準となります。販売スケ
ジュールの承認時に作成される計画済倉庫オーダであり、これによってスケジュール更新および
改訂が倉庫オーダから分離されます。これは、販売と倉庫管理および請求との間のインターフェー
スにもなります。

変更理由
変更された購買伝票 (ライン) または伝票オーダ (ライン) に割り当てることができる理由

事前出荷通知
仮請求書のフォーム。顧客は事前に出荷の詳細通知を受け取ります。

頭字語: ASN
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倉庫オーダタイプ
倉庫オーダのタイプを識別するコード。倉庫オーダタイプにリンクしたデフォルトの倉庫手順は、
その倉庫オーダタイプが割り当てられた倉庫オーダの倉庫での処理方法を決定します。ただし、
デフォルトの手順は、倉庫オーダごと、またはオーダラインごとに修正できます。

取引先
顧客または発注先などの、商取引を行う当事者。顧客や発注先となる部署を組織内で取引先とし
て定義することもできます。

取引先の定義には次の情報が含まれます。
 ▪ 組織の名前と主要な住所
▪ 使用される言語と通貨
▪ 課税および法定 ID データ

取引先の担当窓口担当者を取引先とします。取引先の状況によって、処理が実行可能かどうかが
決まります。処理のタイプ (販売オーダ、請求書、支払、出荷) は取引先の役割で定義します。

販売オーダタイプ
オーダ手順の一部であるセッション、およびこの手順が実行される方法および順序を決定するオー
ダタイプ

変更タイプ
変更された購買伝票 (ライン) または販売伝票 (ライン) の変更のタイプを示すインジケータ

オーダ優先順位シミュレーション
在庫をオーダに割り当てる優先順位を計算できるようにするシミュレーション活動

販売見積
発注先が見込購買者に提案した商品またはサービスの価格計算書、販売条件、記述、入札。顧客
データ、支払条件および受渡条件はヘッダに含まれます。実際の品目についてのデータは見積ラ
インに入力されます。見積依頼への回答として与えられる場合、入札は通常、販売申込とみなさ
れます。

顧客承認
業務規則の 1 つ。販売オーダに基づいて納入される商品の請求書を発行するには、この規則に沿っ
て顧客の承認を得ておく必要があります。納入済商品が承認された時点で、その商品の所有権が
発注先から販売先取引先に変更されます。
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直送
販売元が商品を購買元取引先からオーダする処理。購買元取引先はまた、商品を販売先取引先に
直接納入しなくてはなりません。販売オーダまたはサービスオーダにリンクされた購買オーダを
使用して、購買元取引先は商品を販売先取引先に直接納入します。商品は自社の倉庫から納入さ
れないので、倉庫管理は関係しません。

販売業者管理在庫 (VMI) のセットアップでは、顧客倉庫の購買オーダを作成することで直送が達
成されます。

販売元は次の理由で直送を決定できます。
 ▪ 利用可能在庫の不足
▪ オーダ数量が時間内に納入できない
▪ オーダ数量を自社で輸送できない
▪ 原価および時間が保存される

製品バリアント
構成可能品目の一意の構成。バリアントは構成処理に由来し、特徴オプション、構成要素、作業
などの情報を含みます。

例
構成可能品目: 電気ドリル

オプション:
 ▪ 3 つの電源 (電池、12 V または 220 V)
▪ 2 色 (青、灰)

これらのオプションから合計 6 つの製品バリアントが生じます。

特急オーダ
できるだけ速やかに実行する必要があり、通常、特別な支払条件および納入条件を必要とするオー
ダ

バックオーダ
顧客オーダ不足分、または後日に納入される部分。品目に対する需要で、在庫が不十分であるた
め需要を満足できないもの

返品オーダ
返品出荷がレポートされる購買オーダまたは販売オーダ。返品オーダにはマイナスの金額のみが
記入できます。
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クロスドッキング
入庫商品を出庫のために、入庫場所から発送確定保管場所に即座に移動する処理。たとえば、こ
の処理は利用可能な在庫がない既存販売オーダを処理するために使用します。

次の 3 タイプのクロスドッキングが識別されます。
 ▪ [静的]

このタイプのクロスドッキングを開始するには、販売で販売オーダから購買オーダを生成
する必要があります。

▪ [動的]
このタイプのクロスドッキングは倉庫管理で利用でき、次の特徴があります。 
▪ 在庫不足に基づいて実行する。
▪ 商品の入庫時に明示的に定義する。
▪ 臨時的に作成する。

▪ [直接資材供給]
このタイプのクロスドッキングを倉庫管理で使用して、倉庫のクラスタにおける需要を満
たすことができます。これは以下を基準にします。 
▪ 入庫
▪ 手持在庫

注意
販売から生成されるクロスドックオーダは、倉庫管理で作成されたクロスドックオーダと同じ方
法でメンテナンスできますが、販売オーダ/購買オーダリンクは例外で、変更することはできませ
ん。

次を参照してください: 直接資材供給

ASN
次を参照してください: 事前出荷通知 (ページ 76)

電子データ交換 (EDI)
標準フォーマットの標準ビジネス文書のコンピュータ間転送。内部 EDI は、同じ内部会社ネット
ワーク (マルチサイトまたは複数会社とも呼ばれる) 上での会社間のデータ転送を意味します。外
部 EDI は、自社と外部取引先間のデータ転送を意味します。

運送業者
輸送サービスを提供する組織。積荷構築、輸送オーダクラスタ、輸送コスト計算、および請求に
運送業者を使用するには、共通情報で運送業者を運送業者と購買元取引先の両方として定義する
必要があります。運送業者は運送業者とも呼ばれます。

同義語: ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)
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運送業者
輸送サービスを提供する組織。デフォルトの運送業者を出荷先および出荷元の両取引先にリンク
させることができます。さらに、運送業者でソートした梱包リストの販売オーダおよび購買オー
ダを出力することができます。

オーダ処理および請求処理では、必ず運送業者を取引先として定義してください。
同義語: 運送業者, ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)

運送業者
次を参照してください: 運送業者 (ページ 80)

運送業者
出荷先取引先への商品の輸送責任を負う会社

購買オーダタイプ
オーダタイプにより、オーダ手順の一部であるセッション、そしてこの手順が実行される方法お
よび順序が決まります。

支払条件
商品またはサービスがオーダされた日付からこれらの支払が行われた日付までの平均日数

信用評価
顧客の財務力と発注先の信頼度に従って、顧客と今後の見込み顧客を分類するシステム

信用評価は請求先の取引先にリンクされ、販売オーダを処理するときに、または信用チェックを
繰り返す必要のあるときに実行するアクションなどの詳細をいくつか定義します。

元帳勘定
財務取引を記録したり、レポートや分析用に取引金額を累計する目的で使用する登録。元帳勘定
では、取引を収益、費用、資産、負債などに分類します。

同義語: 勘定科目

グローバル貿易コンプライアンス
グローバル貿易を行うために必要な国際規則、規制、ライセンスなどのグローバル貿易コンプラ
イアンスデータを規定、監査、および自動化できる機能。このデータは、品目、取引先、輸入お
よび輸出伝票がコンプライアンスチェックに合格するかどうかを確認するために使用されます。
たとえば、オーダまたは出荷の伝票でコンプライアンスチェックの結果が不合格の場合、その伝
票をブロックすることができ、ユーザはこれに対処する必要があります。

グローバル貿易コンプライアンスは、取引の遅延、追加コスト、輸入または輸出規制に抵触した
場合の罰則のリスクを低減します。

クライアントレート帳
取引先に対して輸送協定をメンテナンスできる輸送レート帳
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運送業者レート帳
運送業者に対して運送協定をメンテナンスできる輸送レート帳

計画積込日
出荷元場所で積込が計画されている日付および時刻

ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)
次を参照してください: 運送業者 (ページ 79)

ロジスティックサービスプロバイダ (LSP)
次を参照してください: 運送業者 (ページ 80)

勘定科目
次を参照してください: 元帳勘定 (ページ 80)

設置グループ
同じロケーションで、同じ取引先が所有する一連のシリアル番号付品目。シリアル番号付品目を
設置グループに集めることで、まとめてメンテナンスすることができます。

組立オーダ
1 つ以上の組立ラインで製品を組み立てるためのオーダ

支払期限超過請求書
長期間、未払状態の請求書

構成可能品目
特徴およびオプションを選択できる品目であり、この品目に対するすべての活動を実行できるよ
うに事前に構成しておく必要があります。構成可能品目が一般品目の場合は、構成後に新しい品
目が作成されます。製造品目または購買品目の場合は、品目コードとオプションリスト ID で構成
が識別されます。
 ▪ デフォルト供給ソースが [組立] 品目および [一般] 品目に設定されている [製造] 品目は、

常に構成可能品目になります。
▪ 購買スケジュールが使用中の [購買] 品目は、場合によっては構成可能品目になることもあ

ります。
▪ 構成可能 [購買] 品目は、組立管理でのみ使用できます。

与信限度額
自社が引き受ける、または請求先取引先に対して保険をかける財務上の最大リスク、または請求
元取引先が相手に対して受諾する財務上の最大リスク。

オーダを作成するときに、作成した合計金額と請求したオーダが与信限度額を超えていないかが
常時チェックされます。限度額を超えると、警告メッセージが表示されます。
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分割払計画
オーダの分割払を生成する基になる計画。この計画には、分割払を請求する時期、生成する必要
がある分割払のタイプ、分割払の割合など、分割払の構成データが含まれます。分割払は [比例配分]
方法に基づいて生成されます。つまり、分割払の割合がオーダのすべてのオーダラインに比例配
分されます。

計画はオーダの請求計画として見なされるため、分割払の生成、メンテナンス、決済、訂正は請
求で行います。

オーダ残高
未処理オーダの残高

税金コードの例外
標準税金コードの計算結果から生じる値以外の税金コードや課税国および取引先課税国を定義す
る取引詳細のセット

受渡条件
商品の納入方法に関する取引先との合意事項。関連情報が、各種のオーダ文書に出力されます。

デフォルト供給ソース
デフォルトで品目を供給するソース。品目は、購買オーダまたはスケジュール、製造オーダまた
はスケジュール、組立オーダ、または倉庫オーダを使用して供給できます。

デフォルト供給ソースにより、どのタイプのオーダを使用して品目を供給するかが決まりますが、
一般的にはこのデフォルトに代えて、別のソースを指定できます。
品目タイプが [製造] または [一般] の場合は、供給ソースを [ジョブショップ] または [組立] にする
ことができます。
品目タイプが [設計モジュール] の場合、供給ソースは、 [組立] になり、変更できません。
品目タイプが [購買] の場合、供給ソースは、 [購買] になり、変更できません。

ロットおよびシリアルセット
販売オーダライン上の品目の、ロットコードおよび/またはシリアル番号のリスト。ロットおよび
シリアルセットは、請求または販売後サービスで使用できます。

コピー例外
ソースオーダからターゲットオーダに自動的にコピーされず、コピーアクションを定義する必要
があるフィールド

総マージン
販売利益から固定および変動の両方の製造原価をすべて差し引いた値
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販売オーダ分割払
即時には支払われず、正味額合計の分割金額または割合ごとに支払われるオーダ

オーダされた商品が実際に納入される前または後に、正味額合計の割合について請求書を送付で
きます。この場合、販売オーダに複数の分割払ラインが追加されます。分割払ラインは、金額と
いくつかの追加詳細から成ります。
請求された分割払は、商品が納品され請求されたときに決済されます (商品金額から差し引かれま
す)。

オーダ確認
リストされた受渡条件にしたがって、販売先取引先への商品の販売を確認する文書

見積ライン
提案された品目と同様に関連した価格合意と数量を記録するために使用するライン。販売見積は
1 つ以上の見積ラインを含んでいます。

目標価格
マージン管理計算の基準となる価格

目標価格は次のいずれかの価格になります。
 ▪ 販売価格
▪ 希望小売価格
▪ 品目の標準原価
▪ 価格設定の検索アクション後に検索された販売価格

目標価格および販売価格は、品目ファイルに登録されたマージン制限に関して評価されます。

カスタマイズ品目
特定のプロジェクトについての顧客仕様で生産された品目。カスタマイズ品目は、カスタマイズ
部品表やカスタマイズ工順を持つことができ、標準品目としては通常は使用できません。ただし、
カスタマイズ品目は標準品目または一般品目から派生できます。

標準品目
通常利用できる購買品目、資材、半組立品、または完成品

顧客の指定に応じた特定プロジェクトに対して製造される品目以外の品目は、すべて標準品目と
して定義されます。反対の用語はカスタマイズ品目です。

部分組立品
デフォルト供給ソース [組立] を含む品目。部分組立品の製造は、組立オーダで管理されます。組
立オーダは組立ラインで実行されます。

注意
組立の品目タイプは、 [一般] 、 [製造] 、または [設計モジュール] にすることができます。

Infor LN 販売 | 販売オーダユーザガイド | 83

用語集



CPQ コンフィギュレータ
LN に統合されて品目を構成するアプリケーションです。この統合は、Web ユーザインタフェース
の一部としてのみ実行できます。

次を参照してください: 価格見積の構成

信用再審査期間
請求先取引先は、この期間内に請求額を支払う必要があります。この期間は、いわゆる超期日請
求書期間として確認することができます。

購買オーダ勧告
経済在庫および品目の発注点をもとにした推奨。購買オーダ勧告は確認後、転送して実際の購買
オーダに変換する必要があります。
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適切なメニュー, 73
履歴
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請求バッチ, 73
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活動, 73
分割払, 43, 73
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税, 47
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